
JP 2017-538362 A 2017.12.21

10

(57)【要約】
ある態様では、ピアツーピア通信を確立するための装置
が提供される。装置は、処理システム、赤外線送信機、
およびアンテナを備える。処理システムは、ピアツーピ
ア通信を開始するためのコマンドを受信するように構成
される。処理システムはさらに、第２のデバイスへの送
信のために赤外線信号を生成することと、ワイヤレス通
信ネットワーク上で第２のデバイスを見出すこととを行
うように構成される。処理システムはまた、ワイヤレス
通信ネットワークを介した第２のデバイスへの送信のた
めに、第２のデバイスとのピアツーピア接続を形成する
ことを求める要求を生成するように構成される。処理シ
ステムはまたさらに、ワイヤレス通信ネットワーク上で
ピアツーピア接続を介して第２のデバイスに接続するよ
うに構成される。赤外線送信機は、赤外線信号を第２の
デバイスに送信するように構成され、その一方でアンテ
ナは、ワイヤレス通信ネットワーク上でワイヤレス通信
に参加するように構成される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピアツーピア通信を確立するための装置であって、
　　ピアツーピア通信を開始するためのコマンドを受信することと、
　　第２のデバイスへの送信のために赤外線信号を生成することと、
　　ワイヤレス通信ネットワーク上で前記第２のデバイスを見出すことと、
　　前記ワイヤレス通信ネットワークを介した前記第２のデバイスへの送信のために、前
記第２のデバイスとのピアツーピア接続を形成することを求める要求を生成することと、
　　前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記ピアツーピア接続を介して前記第２のデバ
イスに接続することと
　を行うように構成された処理システムと、
　前記赤外線信号を前記第２のデバイスに送信するように構成された赤外線送信機と、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク上でワイヤレス通信に参加するように構成されたアン
テナと
　を備える、装置。
【請求項２】
　前記処理システムは、前記第２のデバイスから前記ピアツーピア接続を形成することを
求める前記要求に対する応答を受信するようにさらに構成され、前記要求に対する前記応
答は、前記第２のデバイスが前記ピアツーピア接続を形成することに同意する、または前
記ピアツーピア接続を形成することに同意しないというインジケーションを備える、請求
項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第２のデバイスへの送信のために生成された前記赤外線信号は、第１の好ましいチ
ャネルにワイヤレスネットワーク接続を設定およびオンにするためのコマンドを備え、前
記第１の好ましいチャネルは、前記第２のデバイスのデフォルト設定および前記赤外線通
信のうちの１つに基づく、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記処理システムは、
　前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスをリッスンすることと、
　前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスを検出することと、
　第１の時間が経過する前に、前記第１の好ましいチャネル上での前記第２のデバイスの
検出に基づいて、前記第１の好ましいチャネルに前記ワイヤレスネットワーク接続を設定
およびオンにするための前記コマンドが前記第２のデバイスによって受信されたと決定す
ることと
　を行うようにさらに構成される、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記処理システムは、
　前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスをリッスンすることと、
　第１の時間が経過する前に、前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスを検
出しないことに基づいて、前記第１の好ましいチャネルに前記ワイヤレスネットワーク接
続を設定およびオンにするための前記コマンドが前記第２のデバイスによって受信されな
かったと決定することと、
　前記第２のデバイスへの送信のために別の赤外線信号を生成することと、前記別の赤外
線信号は、第２の好ましいチャネルにワイヤレス接続を設定およびオンにするための別の
コマンドに基づく、
　を行うようにさらに構成され、
　前記赤外線送信機は、前記別の赤外線信号を前記第２のデバイスに送信するようにさら
に構成される、
　請求項３に記載の装置。
【請求項６】
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　前記第２のデバイスとのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、前記ピ
アツーピア接続のための示唆された持続時間、前記ピアツーピア接続のための示唆された
速度、示唆された複信能力、示唆されたチャネル、および示唆されたメディアタイプのう
ちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記処理システムは、前記第２のデバイスから前記ピアツーピア接続を形成することを
求める前記要求に対する応答を受信するようにさらに構成され、前記第２のデバイスから
の前記応答は、前記ピアツーピア接続のための異なる示唆された持続時間、前記ピアツー
ピア接続のための異なる示唆された速度、異なる示唆されたチャネル、および異なる示唆
されたメディアタイプのうちの少なくとも１つを備える、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記処理システムは、赤外線電源投入コードのデータベースにアクセスするようにさら
に構成され、赤外線電源投入コードの前記データベースは、赤外線信号を受信し、ワイヤ
レスピアツーピア通信に参加することが可能なディスプレイデバイスの様々な製造業者お
よびモデルからの赤外線電源投入コードを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　赤外線通信を生成するように構成された前記処理システムは、赤外線電源投入コードの
前記データベースからの選択された赤外線電源投入コードに基づいて前記赤外線通信を生
成するように構成される、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　ピアツーピア通信を確立するための方法であって、
　第１のデバイスが、ピアツーピア通信を開始するためのコマンドを受信することと、
　第２のデバイスへの送信のために赤外線通信を生成することと、
　前記赤外線通信を前記第２のデバイスに送信することと、
　ワイヤレス通信ネットワーク上で前記第２のデバイスを見出すことと、
　前記第２のデバイスとのピアツーピア接続を形成することを求める要求を生成すること
と、
　前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求を前記ワイヤレス通信ネットワ
ークを介して前記第２のデバイスに送信することと、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記ピアツーピア接続を介して前記第２のデバイ
スに接続することと
　を備える、方法。
【請求項１１】
　前記第２のデバイスから前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求に対す
る応答を受信することをさらに備え、前記要求に対する前記応答は、前記第２のデバイス
が前記ピアツーピア接続を形成することに同意する、または前記ピアツーピア接続を形成
することに同意しないというインジケーションを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２のデバイスに送信された前記赤外線通信は、第１の好ましいチャネルにワイヤ
レスネットワーク接続を設定およびオンにするためのコマンドを備え、前記第１の好まし
いチャネルは、前記第２のデバイスのデフォルト設定および前記赤外線通信のうちの１つ
に基づく、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスをリッスンすることと、
　前記好ましいチャネル上で前記第２のデバイスを検出することと、
　第１の時間が経過する前に、前記第１の好ましいチャネル上での前記第２のデバイスの
検出に基づいて、前記第１の好ましいチャネルに前記ワイヤレスネットワーク接続を設定
およびオンにするための前記コマンドが前記第２のデバイスによって受信されたと決定す
ることと
　をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
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【請求項１４】
　前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスをリッスンすることと、
　第１の時間が経過する前に、前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスを検
出しないことに基づいて、前記第１の好ましいチャネルに前記ワイヤレスネットワーク接
続を設定およびオンにするための前記コマンドが前記第２のデバイスによって受信されな
かったと決定することと、
　前記第２のデバイスへの送信のために別の赤外線信号を生成することと、前記別の赤外
線信号は、第２の好ましいチャネルにワイヤレス接続を設定およびオンにするための別の
コマンドに基づく、
　前記別の赤外線信号を前記第２のデバイスに送信することと
　をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２のデバイスとのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、前記ピ
アツーピア接続のための示唆された持続時間、前記ピアツーピア接続のための示唆された
速度、示唆された複信能力、示唆されたチャネル、および示唆されたメディアタイプのう
ちの少なくとも１つを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第２のデバイスから前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求に対す
る応答を受信することをさらに備え、前記第２のデバイスからの前記応答は、前記第２の
デバイスとの前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求のものとは、異なる
示唆されたメディアタイプ、異なる示唆されたチャネル、前記ピアツーピア接続のための
異なる示唆された速度、および前記ピアツーピア接続のための異なる示唆された持続時間
のうちの少なくとも１つを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　赤外線電源投入コードのデータベースにアクセスすることをさらに備え、赤外線電源投
入コードの前記データベースは、赤外線信号を受信し、ワイヤレスピアツーピア通信に参
加することが可能なディスプレイデバイスの様々な製造業者およびモデルからの赤外線電
源投入コードを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１８】
　前記赤外線通信を生成することは、赤外線電源投入コードの前記データベースからの選
択された赤外線電源投入コードを含む前記赤外線通信を生成することを備える、請求項１
７に記載の方法。
【請求項１９】
　ピアツーピア通信を確立するための装置であって、
　第２の装置から赤外線信号を受信するように構成された赤外線受信機と、
　ワイヤレス通信ネットワーク上で通信するように構成されたアンテナと、
　　電源投入信号および通信信号を備える赤外線信号を受信することと、
　　前記装置がスタンバイまたは低電力モードである場合に前記装置に電源投入すること
と、
　　前記通信信号に基づいて前記ワイヤレス通信ネットワークのためのネットワークパラ
メータを設定することと、
　　第２の装置からピアツーピア接続を形成することを求める要求を受信することと、
　　前記ピアツーピア接続要求を受け入れるまたは拒否する、前記第２の装置への応答を
生成することと、
　　前記応答を前記第２の装置に送信することと
　を行うように構成された処理システムと
　を備える、装置。
【請求項２０】
　前記処理システムは、前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記第２の装置とのピアツ
ーピア接続を形成するようにさらに構成される、請求項１９に記載の装置。
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【請求項２１】
　前記処理システムは、前記ピアツーピア接続を形成する前に、前記第２の装置から識別
情報を受信し、前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記第２の装置を識別するようにさ
らに構成される、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第２の装置からのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、接続タイ
ムアウトタイマが満了する前に受信され、前記接続タイムアウトタイマは、前記装置が前
記赤外線信号を送る前記第２の装置からのピアツーピア要求を待つ持続時間を備える、請
求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第２の装置からのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、前記ピア
ツーピア接続のための示唆された持続時間、前記ピアツーピア接続のための示唆された速
度、示唆された複信能力、示唆されたチャネル、および示唆されたメディアタイプのうち
の少なくとも１つを備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第２のデバイスからの前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求に対
する前記応答は、前記ピアツーピア接続のための異なる示唆された持続時間、前記ピアツ
ーピア接続のための異なる示唆された速度、異なる示唆されたチャネル、および異なる示
唆されたメディアタイプのうちの少なくとも１つを備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２５】
　ピアツーピア通信を確立するための方法であって、
　第２の装置から赤外線信号を受信することと、前記赤外線信号は、電源投入信号および
通信信号を備える、
　前記装置がスタンバイまたは低電力モードである場合に前記装置に電源投入することと
、
　前記受信された通信信号に基づいて前記ワイヤレス通信ネットワークのためのネットワ
ークパラメータを設定することと、
　第２の装置からピアツーピア接続を形成することを求める要求を受信することと、
　前記ピアツーピア接続要求を受け入れるまたは拒否する、前記第２の装置への応答を生
成することと、
　前記応答を前記第２の装置に送信することと
　を備える、方法。
【請求項２６】
　前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記第２の装置とのピアツーピア接続を形成する
ことをさらに備える、請求項２６に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ピアツーピア接続を形成する前に、前記第２の装置から識別情報を受信し、前記ワ
イヤレス通信ネットワーク上で前記第２の装置を識別することをさらに備える、請求項２
５に記載の方法。
【請求項２８】
　前記第２の装置からのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、接続タイ
ムアウトタイマが満了する前に受信され、前記接続タイムアウトタイマは、前記装置が前
記赤外線信号を送る前記第２の装置からのピアツーピア要求を待つ持続時間を備える、請
求項２５に記載の方法。
【請求項２９】
　前記第２の装置からのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、前記ピア
ツーピア接続のための示唆された持続時間、前記ピアツーピア接続のための示唆された速
度、示唆された複信能力、示唆されたチャネル、および示唆されたメディアタイプのうち
の少なくとも１つを備える、請求項２６に記載の方法。
【請求項３０】
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　前記第２のデバイスからの前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求に対
する前記応答は、前記ピアツーピア接続のための異なる示唆された持続時間、前記ピアツ
ーピア接続のための異なる示唆された速度、異なる示唆されたチャネル、および異なる示
唆されたメディアタイプのうちの少なくとも１つを備える、請求項２６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本願は概して、ワイヤレス通信に関し、より具体的には、複数のデバイス間でワ
イヤレス通信接続を確立することを自動化および支援するためのシステム、方法、および
デバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]いくつかの環境では、ユーザは、小さなスクリーンを有するデバイス上でアクセ
ス可能なコンテンツ（例えば、メディアまたはデータ）を、より大きなディスプレイ（ま
たはモニタ）を介してより多くの観客とともに表示することを所望しうる。それ故に、ユ
ーザは、デバイスをより大きなディスプレイと接続しえ、それを介してコンテンツが共有
されることになるより大きなディスプレイとデバイスとの間での接続は、ワイヤード（例
えば、ＨＤＭＩ（登録商標）またはＵＳＢ）あるいはワイヤレス（例えば、Ｗｉ－Ｆｉま
たはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標））でありうる。ワイヤード接続では、デバイスとよ
り大きなディスプレイとがユーザの手の届く範囲内にある必要があり、デバイスの制限さ
れた移動およびロケーションをもたらしうる。利用可能なワイヤおよびデバイスとより大
きなディスプレイとの利用可能な接続あるいはポートはまた、ワイヤード接続を制限しう
る。ワイヤレス接続は、接続されたデバイス間で直接通信パスを確立するために、ピアツ
ーピア（Ｐ２Ｐ）アドホック関連付けまたはネットワークを利用しうるか、または接続さ
れたワイヤレスデバイス間でアクセスポイント（ＡＰ）を介して通信するために、既存の
ワイヤレスネットワークを利用しうる。デバイスとより大きなディスプレイとの両方は、
ワイヤレスネットワークに接続されることが可能であるべきである。
【０００３】
　[0003]Ｗｉｒｅｌｅｓｓ－Ｄｉｓｐｌａｙ（ＷｉＤｉ）フレームワークは、デバイスが
そのユーザインターフェース（ＵＩ）およびメディアを共有することを可能にし、既存の
ワイヤレスネットワークを介して、別のディスプレイデバイス、例えば、テレビ、コンピ
ュータモニタ、プロジェクタ、等で制御する１つのフレームワークである。この共有する
ことは、デバイスのディスプレイをより大きなディスプレイに拡張すること、またはデバ
イスのディスプレイをより大きなディスプレイ上に複製すること（duplicating）を伴い
うる。例えば、モバイルデバイス（例えば、携帯電話）のユーザは、彼／彼女の電話を大
きなテレビに物理的に接続することなしにビデオを大勢の人々により容易に見せるために
、大きなテレビ上で携帯電話からのビデオをワイヤレスで表示することを望みうる。同様
のコンテンツ共有フレームワークは、ワイヤード接続のためにも存在しうる。
【０００４】
　[0004]電話と大きなテレビとの間でワイヤレスＰ２Ｐ接続を確立することは、複雑また
は時間がかかるプロセスでありうる。例えば、ユーザは、多様な技法のうちの任意のもの
、例えば、ＰＩＮ（個人識別番号）またはＰＢＣ（プッシュボタン構成：Push-Button Co
nfiguration）ペアリング方法を使用して、彼の電話とより大きなテレビとを手動で対に
しなければならないことがありうる（例えば、複数の個々のアクションを遂行する）。電
子デバイスを互いにワイヤレスで接続するために使用されるこれらの方法または他のＷｉ
－Ｆｉ Ｄｉｒｅｃｔ／Ｐ２Ｐおよびワイヤレス保護セットアップ（ＷＰＳ：Wireless-Pr
otected-Setup）技術は、所与のＷｉ－Ｆｉネットワークの範囲内にある、およびそれに
接続された、いかなるそして全てのワイヤレスデバイスも発見しうる。これらの方法およ
び技術下において、より大きなテレビと対になろうとしている電話は、ワイヤレスネット
ワークに接続された全ての利用可能なテレビまたは他のディスプレイデバイスに関してワ
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イヤレスネットワークを探索しうる。この探索の結果は、全てのデバイスのリストを生成
し、電話上にリストを表示しうる。リストは、ユーザにとって可視またはアクセス可能で
ないことがありうるデバイス（例えば、他の部屋中にロケートされた（located）デバイ
ス）または適切なディスプレイデバイスでないことがありうるデバイス（例えば、他の電
話または小さなスクリーンを有するメディアプレーヤ）を含みうる。デバイスのリストは
、リスト中のデバイスを個々に識別するために、多様な名称または他の識別情報のうちの
任意のもの、例えば、ＭＡＣアドレス、ネットワーク識別子、等を利用しうる。多くの事
例では、名称は、ユーザによって容易に理解されないことがありうるか、またはユーザは
、リスト上のどのデバイスが、ユーザが使用することを望むディスプレイデバイスなのか
決定することができないことがありうる。名称がユーザによって理解可能な場合であって
も、ユーザはその後、ユーザがビデオを表示することを所望するテレビの名称を知ること
になるだろう。
【０００５】
　[0005]代替として、ＰＢＣまたはＷＰＳ方法を使用すると、ユーザは、ボタンを押すか
または情報を入力するために、ユーザが情報またはメディアを表示することを所望するテ
レビにアクセスする必要がありえ、それは、テレビがどこにまたはどのように据え付けら
れているかによって難しいことがありうる。このことから、これらの方法または技術のう
ちの１つを使用することによる電話とより大きなディスプレイとのペアリングは、ユーザ
が電話をテレビと容易に素早く対にすることができないことがありうることから複雑とな
りうる。このことから、モバイルデバイスとより大きなディスプレイとの間での通信の自
動化および簡略化された確立のための改善されたシステム、方法、およびデバイスが所望
される。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本発明のシステム、方法、およびデバイスは各々、いくつかの態様を有し、それ
らのうちのいずれも、その望ましい属性を単独で担いはしない。本明細書で開示されるイ
ンプリメンテーションは各々、いくつかの革新的な態様を有し、それらのうちのいずれも
、本発明の望ましい属性を単独で担いはしない。後続する特許請求の範囲によって表され
る本発明の範囲を限定することなしに、ここでいくつかの特徴が簡潔に論述されることに
なる。本論述を考慮した後、特に「詳細な説明」と題されたセクションを読んだ後、当業
者は、本発明の様々なインプリメンテーションの特徴がモバイルデバイスとディスプレイ
デバイスとの間での改善された通信を含む利点をどのように提供するかを理解するであろ
う。
【０００７】
　[0007]本開示のある態様では、ピアツーピア通信を確立するための装置が提供される。
装置は、処理システム、赤外線送信機、およびアンテナを備えうる。処理システムは、ピ
アツーピア通信を開始するためのコマンドを受信するように構成されうる。処理システム
はさらに、第２のデバイスへの送信のために赤外線信号を生成することと、ワイヤレス通
信ネットワーク上で第２のデバイスを見出すこととを行うように構成されうる。処理シス
テムはまた、ワイヤレス通信ネットワークを介した第２のデバイスへの送信のために、第
２のデバイスとのピアツーピア接続を形成することを求める要求を生成するように構成さ
れうる。処理システムはまたさらに、ワイヤレス通信ネットワーク上でピアツーピア接続
を介して第２のデバイスに接続するように構成されうる。赤外線送信機は、赤外線信号を
第２のデバイスに送信するように構成されえ、その一方でアンテナは、ワイヤレス通信ネ
ットワーク上でワイヤレス通信に参加するように構成される。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様は、ピアツーピア通信を確立するための方法に関する。方法は
、第１のデバイスが、ピアツーピア通信を開始するためのコマンドを受信することを備え
る。方法はさらに、第２のデバイスへの送信のために赤外線通信を生成することと、赤外
線通信を第２のデバイスに送信することとをさらに備えうる。方法はまた、ワイヤレス通
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信ネットワーク上で第２のデバイスを見出すことと、第２のデバイスとのピアツーピア通
信を形成することを求める要求を生成することとを備えうる。方法はまたさらに、ピアツ
ーピア接続を形成することを求める要求をワイヤレス通信ネットワークを介して第２のデ
バイスに送信することと、ワイヤレス通信ネットワーク上でピアツーピア接続を介して第
２のデバイスに接続することとを備えうる。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様は、ピアツーピア通信を確立するための装置に関する。装置は
、第２の装置から赤外線信号を受信するように構成された赤外線受信機と、ワイヤレス通
信ネットワーク上で通信するように構成されたアンテナとを備える。装置はさらに、電源
投入（power on）信号および通信信号を備える赤外線信号を受信するように構成された処
理システムを備える。処理システムはさらに、装置がスタンバイまたは低電力モードであ
る場合に装置に電源投入することと、通信信号に基づいてワイヤレス通信ネットワークの
ためのネットワークパラメータを設定することとを行うように構成される。処理システム
はまた、第２の装置からピアツーピア接続を形成することを求める要求を受信することと
、ピアツーピア接続要求を受け入れるまたは拒否する、第２の装置への応答を生成するこ
とと、応答を第２の装置に送信することとを行うように構成される。
【００１０】
　[0010]本開示の追加の態様は、ピアツーピア通信を確立するための方法に関する。方法
は、第２の装置から赤外線信号を受信することを備え、赤外線信号は、電源投入信号およ
び通信信号を備える。方法はさらに、装置がスタンバイまたは低電力モードである場合に
装置に電源投入することと、受信された通信信号に基づいてワイヤレス通信ネットワーク
のためのネットワークパラメータを設定することとを備える。方法はまた、第２の装置か
らピアツーピア接続を形成することを求める要求を受信することと、ピアツーピア接続要
求を受け入れるまたは拒否する、第２の装置への応答を生成することと、応答を第２の装
置に送信することとを備える。
【００１１】
　[0011]上述された態様、ならびに本技術の他の特徴、態様、および利点が、添付の図面
を参照して、様々なインプリメンテーションに関連してここで説明されることになる。例
示されるインプリメンテーションは、しかしながら、単に例に過ぎず、限定するようには
意図されない。図面全体を通じて、そうでないとコンテキストが規定（dictate）しない
限り、同様のシンボルは典型的に、同様のコンポーネントを識別する。後続の図面の相対
的な寸法が正確な縮尺率で描かれていない（not be drawn to scale）ことがありうるこ
とに留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】例証的なインプリメンテーションにしたがって、ワイヤレスネットワーク上でペ
アリング処理を介して複数のディスプレイデバイスのうちの少なくとも１つとのワイヤレ
スＰ２Ｐ接続を確立することを試みる複数のモバイルデバイスのうちの１つまたは複数を
有するシステムのインプリメンテーションを例示する。
【図２】例証的なインプリメンテーションにしたがって、ワイヤレスネットワーク上で赤
外線通信と通信との組み合わせを介して複数のディスプレイデバイスのうちの少なくとも
１つとのワイヤレスＰ２Ｐ接続を確立することを試みる１つのモバイルデバイスを有する
システムのインプリメンテーションを例示する。
【図３】例証的なインプリメンテーションにしたがって、図１および２のデバイスのうち
の１つまたは複数のワイヤレスデバイスのインプリメンテーションを例示する。
【図４】例証的なインプリメンテーションにしたがって、ワイヤレスＰ２Ｐ接続を確立す
るときに１つのモバイルデバイスと少なくとも１つのディスプレイデバイスとの間で交換
される通信を例示する。
【図５】例証的なインプリメンテーションにしたがって、赤外線通信を介して１つのモバ
イルデバイスから少なくとも１つのディスプレイデバイスに情報を通信するために使用さ
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れうるメッセージフレームを例示する。
【図６】例証的なインプリメンテーションにしたがって、１つのモバイルデバイスと少な
くとも１つのディスプレイデバイスとの間でワイヤレスＰ２Ｐ接続を確立する方法のフロ
ーチャートを例示する。
【図７】例証的なインプリメンテーションにしたがって、１つのモバイルデバイスとのワ
イヤレスＰ２Ｐ接続を確立するように動作する少なくとも１つのディスプレイデバイスの
機能ブロック図である。
【図８】例証的なインプリメンテーションにしたがって、少なくとも１つのディスプレイ
とのワイヤレスＰ２Ｐ接続を確立するための、１つのモバイルデバイスによってインプリ
メントされる、プロセスのインプリメンテーションのフローチャートを例示する。
【図９】例証的なインプリメンテーションにしたがって、１つのモバイルデバイスとのワ
イヤレスＰ２Ｐ接続を確立するための、少なくとも１つのディスプレイによってインプリ
メントされる、プロセスのインプリメンテーションのフローチャートを例示する。
【詳細な説明】
【００１３】
　[0021]新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が、添付の図面を参照して以下
により十分に説明される。本開示は、しかしながら、多くの異なる形態で具現化されえ、
本開示全体を通じて提示される任意の特定の構造または機能に限定されると解釈されるべ
きではない。むしろ、これらの態様は、本開示が徹底的かつ完全となり、本開示の範囲を
当業者に十分に伝達しうるように提供される。本明細書での教示に基づいて、当業者は、
本開示の範囲が、本発明の任意の他の態様とは独立してインプリメントされるか、または
組み合わされてインプリメントされるかにかかわらず、本明細書で開示される新規のシス
テム、装置、および方法の任意の態様をカバーするように意図されていることを認識すべ
きである。例えば、本明細書に記載されている任意の数の態様を使用して、装置がインプ
リメントされうるか、または方法が実施されうる。加えて、本発明の範囲は、本明細書に
記載されている本発明の様々な態様に加えて、またはそれ以外の、他の構造、機能、また
は構造と機能とを使用して実施されるそのような装置または方法をカバーするように意図
される。本明細書で開示される任意の態様が、請求項の１つまたは複数の要素によって具
現化されうることが理解されるべきである。
【００１４】
　[0022]特定の態様が本明細書に説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換が
、本開示の範囲内に含まれる。好ましい態様のいくつかの利益および利点が記述されるが
、本開示の範囲は、特定の利益、使用、または目的に限定されるようには意図されない。
むしろ、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および
送信プロトコルに広く適用可能であるように意図されており、そのうちのいくつかは、図
面中および好ましい態様の以下の説明中に例として例示される。詳細な説明および図面は
単に、限定というよりはむしろ本開示の例示であり、本開示の範囲は、添付された特許請
求の範囲およびそれらの同等物によって定義されている。
【００１５】
　[0023]ポピュラーなワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を含みうる。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワー
キングプロトコルを用いて、近くのデバイスをともに相互接続するために使用されうる。
本明細書に説明される様々な態様は、Ｗｉ－Ｆｉ、またはより一般には、ワイヤレスプロ
トコルのＩＥＥＥ８０２．１１ファミリの任意のメンバのような任意の通信規格に適用さ
れうる。例えば、本明細書に説明される様々な態様は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｈプロト
コルの一部として使用されえ、それは、サブ１ＧＨｚ帯域を使用する。
【００１６】
　[0024]いくつかの態様では、サブギガヘルツ帯域中のワイヤレス信号は、直交周波数分
割多重化（ＯＦＤＭ）、直接シーケンススペクトル拡散（ＤＳＳＳ：direct-sequence sp
read spectrum）通信、ＯＦＤＭおよびＤＳＳＳ通信の組み合わせ、または他のスキーム
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を使用して、８０２．１１ａｈプロトコルにしたがって送信されうる。８０２．１１ａｈ
プロトコルのインプリメンテーションは、センサ、メータリング、およびスマートグリッ
ドネットワークのために使用されうる。有利なことに、８０２．１１ａｈプロトコルをイ
ンプリメントするある特定のデバイスの態様は、他のワイヤレスプロトコルをインプリメ
ントするデバイスより少ない電力を消費し、および／または、例えば、約１キロメートル
以上の比較的長い範囲にわたってワイヤレス信号を送信するために使用されうる。
【００１７】
　[0025]いくつかのインプリメンテーションでは、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワーク
にアクセスするコンポーネントである様々なデバイスを含む。例えば、アクセスポイント
（「ＡＰ」）と（局、または「ＳＴＡ」とも呼ばれる）クライアントとの２つのタイプの
デバイスが存在しうる。一般に、ＡＰは、ＷＬＡＮのためのハブまたは基地局としての役
割を果たし、ＳＴＡは、ＷＬＡＮのユーザとしての役割を果たす。例えば、ＳＴＡは、ラ
ップトップコンピュータ、テレビ、プロジェクタ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイル電
話、等でありうる。ある例では、ＳＴＡは、インターネットまたは他のワイドエリアネッ
トワークに対する一般的な接続性を取得するために、Ｗｉ－Ｆｉ(例えば、８０２．１１
ａｈのようなＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル)準拠のワイヤレスリンクを介してＡＰに
接続する。いくつかのインプリメンテーションでは、ＳＴＡはまた、ＡＰとして使用され
うる。ＳＴＡまたはＡＰは、ワイヤレス通信ネットワーク中のワイヤレスノードまたはノ
ードと呼ばれうる。ＳＴＡあるいはＡＰはまた、ワイヤレス通信ネットワーク中のアクセ
ス端末またはワイヤレスデバイスと呼ばれうる。
【００１８】
　[0026]いくつかの態様では、ノードは、ワイヤレスノードである。そのようなワイヤレ
スノードは、例えば、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクを介して、ネットワーク（
例えば、セルラネットワークまたはインターネットのようなワイドエリアネットワーク）
のための、またはそれへの接続性を提供しうる。本明細書での教示は、多様なワイヤード
またはワイヤレス装置（例えば、ノード）に組み込まれうる（例えば、それら内でインプ
リメントされうるか、またはそれらによって遂行されうる）。いくつかの態様では、本明
細書での教示にしたがってインプリメントされるワイヤレスノードは、アクセスポイント
またはアクセス端末を備えうる。
【００１９】
　[0027]アクセスポイント（「ＡＰ」）はまた、ノードＢ、無線ネットワークコントロー
ラ（「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、ベーストランシー
バ局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ
、無線トランシーバ、または何らかの他の専門用語を備えうるか、それらとしてインプリ
メントされうるか、またはそれらとして知られうる。
【００２０】
　[0028]局「ＳＴＡ」はまた、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニット、
モバイル局、リモート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバ
イス、ユーザ機器、または何らかの他の専門用語を備えうるか、それらとしてインプリメ
ントされうるか、またはそれらとして知られうる。いくつかのインプリメンテーションで
は、アクセス端末は、セルラ電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩ
Ｐ」）電話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）
、ワイヤレス接続能力を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続さ
れた何らかの他の適した処理デバイスを備えうる。それ故に、本明細書で教示される１つ
または複数の態様は、電話（例えば、セルラ電話またはスマートフォン）、コンピュータ
（例えば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピ
ューティングデバイス（例えば、携帯情報端末）、エンターテインメントデバイス（例え
ば、音楽またはビデオデバイス、あるいは衛星ラジオ）、ゲーミングデバイスまたはシス
テム、全地球測位システムデバイス、もしくはワイヤレス媒体を介して通信するように構
成された任意の他の適したデバイス中に組み込まれうる。
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【００２１】
　[0029]上述されたように、本明細書に説明されるデバイスのうちのある特定のものは、
例えば、８０２．１１ａｈ規格をインプリメントしうる。そのようなデバイスは、ＳＴＡ
またはＡＰとして使用されるか、あるいは他のデバイスとして使用されるかにかかわらず
、スマートメータリングのために、もしくはスマートグリッドネットワーク中で使用され
うる。そのようなデバイスは、センサアプリケーションを提供しうるか、またはホームオ
ートメーション中で使用されうる。デバイスは代わりにまたは加えて、ヘルスケアコンテ
キスト中で、例えば、パーソナルヘルスケアのために使用されうる。それらはまた、（例
えば、ホットスポットとともに使用するための）拡張された範囲のインターネット接続性
を可能にするために、またはマシンツーマシン通信をインプリメントするために、監視用
に使用されうる。
【００２２】
　[0030]図１は、複数のモバイルデバイス１１２ａ－１１２ｃを有するシステム１００の
インプリメンテーションを例示し、それらのうちの少なくとも１つは、ワイヤレスネット
ワーク１０２上で複数のディスプレイデバイス１１４ａ－１１４ｃのうちの１つまたは複
数とのワイヤレスピアツーピア（Ｐ２Ｐ）接続を確立することを試みうる。図１によって
示されるように、モバイルデバイス１１２ａ－１１２ｃの各々およびディスプレイデバイ
ス１１４ａ－１１４ｃの各々は、ワイヤレスアクセスポイント１１０と通信しうる。これ
らのワイヤレス通信は、上述されたように、任意の８０２．１１ワイヤレスフォーマット
または任意の他のワイヤレス規格の形態でありうる。
【００２３】
　[0031]モバイルデバイス１１２ａ－１１２ｃは、それぞれ、メッセージ１２２ａ－１２
２ｃを介してワイヤレスアクセスポイント（ＡＰ）１１０と通信しうる。メッセージ１２
２ａ－１２２ｃは、ＡＰ１１０とモバイルデバイス１１２ａ－１１２ｃとの間のメッセー
ジの両方向に対応しうる（例えば、ＡＰ１１０からモバイルデバイス１１２ａ－１１２ｃ
へのメッセージおよびモバイルデバイス１１２ａ－１１２ｃからＡＰ１１０へのメッセー
ジ）。同様に、ディスプレイデバイス１１４ａ－１１４ｃは、それぞれ、メッセージ１２
４ａ－１２４ｃを介してＡＰ１１０と通信しうる。メッセージ１２２ａ－１２２ｃに関し
て上述されたように、メッセージ１２４ａ－１２４ｃは各々、それぞれのディスプレイデ
バイス１１４ａ－１１４ｃとアクセスポイント１１０との間の双方向メッセージを表しう
る。例えば、メッセージ１２４ａは、ディスプレイデバイス１１４ａからＡＰ１１０への
メッセージおよびＡＰ１１０からディスプレイデバイス１１４ａへのメッセージを表しう
る。メッセージ１２４ｂは、ディスプレイデバイス１１４ｂからＡＰ１１０へのメッセー
ジおよびＡＰ１１０からディスプレイデバイス１１４ｂへのメッセージを表しうる。メッ
セージ１２４ｃは、ディスプレイデバイス１１４ｃからＡＰ１１０へのメッセージおよび
ＡＰ１１０からディスプレイデバイス１１４ｃへのメッセージを表しうる。いくつかのイ
ンプリメンテーションでは、図１中に図示されているように、モバイルデバイス１１２ａ
は、ワイヤレス通信１２０を介してディスプレイデバイス１１４ａ－１１４ｃのうちの１
つまたは複数と通信することが可能でありうる。ワイヤレス通信１２０は、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ、アドホックＷｉ－Ｆｉ、等のうちの１つまたは複数を備えうる。
【００２４】
　[0032]ワイヤレスネットワーク１０２は、ＡＰ１１０の範囲、例えば、その内部でＡＰ
１１０がワイヤレスネットワーク１０２に接続された任意のデバイスと通信しうるエリア
を表しうる。ＡＰ１１０は、ワイヤレスネットワーク１０２に関連付けられたデバイス間
でのワイヤレス通信をサポートするために、ワイヤレスネットワーク１０２を確立および
維持しうる。それ故に、ＡＰ１１０は、ワイヤレスネットワーク１０２に接続されたデバ
イスがＡＰ１１０を介して互いと通信することを可能にしうる。ワイヤレスネットワーク
１０２に関連付けられたデバイス間のトラフィックは、ＡＰ１１０を介してルーティング
されうるか、または様々なデバイス間で直接通信されうる。例えば、ディスプレイデバイ
ス１１４ａは、ＡＰ１１０を通じてルーティングされたメッセージ１２４ａおよび１２４
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ｃを介してディスプレイデバイス１１４ｃと通信しうる。それ故に、ワイヤレスネットワ
ーク１０２内のいかなるデバイスも、ワイヤレスネットワーク１０２内の任意の他のデバ
イスと通信することが可能でありうる。いくつかのインプリメンテーションでは、ディス
プレイデバイス１１４ａ－１１４ｃのうちの１つまたは複数は、他のディスプレイデバイ
ス１１４ａ－１１４ｃとは、あるいはモバイルデバイス１１２ａ－１１２ｃのうちの１つ
または複数とは別個の部屋もしくはロケーション中にありえ、モバイルデバイス１１２ａ
－１１２ｃのうちの１つまたは複数にとって可視ではないことがありうる。しかしながら
、ワイヤレスネットワーク１０２に接続された場合、これらのデバイスは、同じ部屋中に
物理的にロケートされなくても、ワイヤレスネットワーク１０２を介して互いと通信する
ことが可能でありうる。
【００２５】
　[0033]モバイルデバイス１１２ａ－１１２ｃは、セルラ電話またはメディアデバイスあ
るいはユーザがそれからのコンテンツ（例えば、メディア、データ、あるいは他の情報）
を表示することを所望しうる任意の他のモバイルまたは固定式デバイスを表しうる。ディ
スプレイデバイス１１４ａ－１１４ｃは、テレビ、モニタ、プロジェクタ、またはその上
にコンテンツが１人の人間あるいは一群の人々に対してより容易に表示されうる他のデバ
イスを表しうる。例えば、ユーザは、携帯電話１１２ａからのピクチャをテレビ１１４ａ
を介して一群の人々に表示することを望みうるか、メディアプレーヤからのビデオをプロ
ジェクタ１１４ｂ上でブロードキャスタすることを望みうる。図１中に示されているよう
に、ワイヤレスネットワーク１０２は、モバイルデバイス１１２ａ－１１２ｃのうちの１
つまたは複数からのメディアまたは他のデータをディスプレイデバイス１１４ａ－１１４
ｃのうちの１つまたは複数にワイヤレスで共有することを可能にしうる。
【００２６】
　[0034]いくつかのインプリメンテーションでは、モバイルデバイス１１２ａのユーザは
、モバイルデバイス１１２ａをそれぞれのディスプレイデバイス（１つ以上）１１２に物
理的に接続することなしに、上述されたコンテンツをディスプレイデバイス１１４ａ－１
１４ｃのうちの１つまたは複数上に表示することを所望しうる。上述されたように、ディ
スプレイデバイス１１４ａ－１１４ｃのうちの１つにワイヤレスで接続するために、ユー
ザは、モバイルデバイス１１２ａを介して、ワイヤレスネットワーク１０２に接続された
全てのデバイスに関してスキャンしうる。スキャンは、デバイス１１２ｂ、１１２ｃ、お
よび１１４ａ－１１４ｃの全てのリストをもたらしえ、デバイス１１２ｂ、１１２ｃ、お
よび１１４ａ－１１４ｃの各々は、リスト中に固有の識別子を有する。しかしながら、上
述されたように、ディスプレイデバイス１１４ａ－１１４ｃの全てがモバイルデバイス１
１２ａにとって物理的に可視でありうる訳ではなく、他のモバイルデバイス１１２ｂおよ
び１１２ｃもまた返されうることから、リスト中に返されるデバイスの全てがディスプレ
イデバイス１１４ａ－１１４ｃでありうる訳ではない。それ故に、モバイルデバイス１１
２ａのユーザは、どのディスプレイデバイス１１４ａが彼にとってアクセス可能であるか
知ることになり、何の固有の識別子がディスプレイデバイス１１４ａ（またはその上にユ
ーザがコンテンツを表示することを望むディスプレイデバイス１１４）に対応するかを知
ることになるだろう。
【００２７】
　[0035]図２は、ワイヤレスネットワーク上で赤外線通信２２０とＡＰ１１０を介したメ
ッセージ１２４ａおよび１２４ｂとの組み合わせを介して複数のディスプレイデバイス１
１４ａおよび１１４ｂのうちの１つとのワイヤレスＰ２Ｐ接続を確立することを試みる１
つモバイルデバイス１１２ａを有するシステム２００のインプリメンテーションを例示す
る。図２のデバイスの多くは、図１中に示されているデバイスと全く同じもの（duplicat
e）であり、再び説明されない。図２中に示されているように、モバイルデバイス１１２
ａと、ＡＰ１１０と、ディスプレイデバイス１１４ａおよび１１４ｂとの全ては、ワイヤ
レスネットワーク１０２に接続されている。図１を参照して説明されたように、ディスプ
レイデバイス１１４ａおよび１１４ｂは、同じ部屋中にないか、または互いあるいはモバ
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イルデバイス１１２ａの見通し線内にないことがありうる。それ故に、上述されたように
、モバイルデバイス１１２ａのユーザにとって、上述されたワイヤレスネットワークリス
トに関連付けられたディスプレイデバイス１１４の名称をユーザが知らない場合、どちら
のディスプレイデバイス１１４ａまたは１１４ｂが彼の見通し線中にあるかを決定するの
は困難でありうる。
【００２８】
　[0036]このことから、図２は、接続処理のアクティブ化を超えたユーザの関与を必要と
することなしに、モバイルデバイス１１２ａとディスプレイデバイス１１４ａとの間での
Ｐ２Ｐ通信を確立するシステムを図示する。図２中に示されているシステムは、モバイル
デバイス１１２ａとディスプレイデバイス１１４ａとの間での赤外線通信２２０を含む。
いくつかのインプリメンテーションでは、モバイルデバイス１１２ａとディスプレイデバ
イス１１４ａとの間でのＰ２Ｐ接続を作成する方法は、赤外線通信２２０を組み込みうる
。見通し線通信方法（line-of-sight communication method）である赤外線通信は、すぐ
近くの視覚的近接（immediate, visual vicinity）内のデバイスへの通信を分離するため
に使用されうる。加えて、赤外線通信を放出するために使用されるエミッタに依存して、
赤外線通信は、指向性でありえ、赤外線通信のソースが、特定の方向に赤外線通信を送信
するために、特定の方法で「向けられる（pointed）」または位置付けられる必要があり
うることを意味する。
【００２９】
　[0037]このことから、図２中に図示されているシステムは、モバイルデバイス１１２ａ
からディスプレイデバイス１１４ａへの赤外線通信２２０を生成および送信することによ
って、モバイルデバイス１１２ａとディスプレイデバイス１１４ａとの間でのＰ２Ｐ通信
を作成するために使用されうる。上述されたように、モバイルデバイス１１２ａは、赤外
線通信２２０を正確に通信するために、ディスプレイデバイス１１４ａに向けられる必要
がありえ、それ故に、ユーザは、Ｐ２Ｐ通信が所望のディスプレイデバイス１１４ａと確
立されることになることを保証されうる。いくつかのインプリメンテーションでは、赤外
線通信２２０は、モバイルデバイス１１２ａに関する初期識別情報をディスプレイデバイ
ス１１４ａに提供することによってＰ２Ｐ通信の確立を簡略化しうるか、または特定のア
クションを遂行するようにディスプレイデバイス１１４ａに命令するコマンドを提供しう
る。接続ボタンをアクティブ化するためにディスプレイデバイス１１４ａへの物理的アク
セスを得る、または様々なネットワークデバイスのリストからディスプレイデバイス１１
４ａを選択することをユーザが必要とされないことから、図２中に図示されているシステ
ムは、自動化されうる簡略化された接続を提供する。
【００３０】
　[0038]赤外線通信２２０がモバイルデバイス１１２ａからディスプレイデバイス１１４
ａに通信された後で、メッセージ１２２ａおよび１２４ａを介して、ＡＰ１１０を通じて
ルーティングされたＰ２Ｐ通信が確立されうる。いくつかのインプリメンテーションでは
、Ｐ２Ｐ通信は、アドホックＰ２Ｐワイヤレス接続または任意の他のワイヤレスＰ２Ｐネ
ットワーキング接続（例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）を介して、モバイルデバイス１１２
ａとディスプレイデバイス１１４ａとの間で直接確立されうる（この図中には図示せず）
。いくつかのインプリメンテーションでは、識別情報は、上述された赤外線通信２２０を
介して共有されうる。識別情報は、ディスプレイデバイス１１４ａとモバイルデバイス１
１２ａとがワイヤレスネットワーク１０２上で互いをより容易に識別することを可能にす
るために使用されうる。例えば、識別情報は、ネットワーク上の何のデバイスが赤外線通
信２２０のソースだったかをディスプレイデバイス１１４ａが知るように、モバイルデバ
イス１１２ａのＩＰ、ＭＡＣまたは他のアドレスを備えうる。いくつかのインプリメンテ
ーションでは、赤外線通信２２０は、特定のアクション遂行する、例えば、ワイヤレスネ
ットワーキング接続を所与のチャネルに切り替えて、そのチャネル上でのさらなる通信を
待つようにディスプレイデバイス１１４ａに命令する追加のコマンドを備えうる。いくつ
かの他のインプリメンテーションでは、赤外線通信２２０は、追加のコマンドおよび識別
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情報の両方を備えうるか、またはＰ２Ｐ接続を作成することを容易にするために使用され
うる他の情報あるいはデータを備えうる。
【００３１】
　[0039]いくつかの実施形態では、ディスプレイデバイス１１４ａ－１１４ｃは、赤外線
受信機を備えうる。例えば、赤外線受信機は、ディスプレイデバイス１１４ａが他のデバ
イス（例えば、リモコン、ＰＤＡ、コンピュータ、等）から赤外線コマンドを受信するこ
とを可能にしうる。いくつかの実施形態では、赤外線受信機は、赤外線トランシーバを備
えることがありえ、ディスプレイデバイス１１４ａが双方向赤外線通信に参加することを
可能にする。ディスプレイデバイス１１４ａはさらに、ワイヤレス通信ネットワーク（例
えば、Ｗｉ－Ｆｉネットワーク）上で通信するように構成されたアンテナまたは他の通信
構造を備えうる。ディスプレイデバイス１１４ａはさらに、赤外線受信機からの受信され
た赤外線信号が別のデバイス（例えば、リモコン）ではなくモバイルデバイス１１２ａか
ら受信されたことを決定するように構成された処理システムを備えうる。処理システムは
、電源投入コマンドおよびネットワークパラメータ信号を識別する。電源投入コマンドは
、それが低電力またはスタンバイモードである場合にディスプレイデバイス１１４ａをオ
ンにするために使用されうる。ネットワークパラメータ信号は、それからの赤外線信号が
受信されたモバイルデバイス１１２ａがワイヤレス通信ネットワーク上のどこでディスプ
レイデバイス１１４ａを見出すかを知ることになるように、そのネットワーク設定を標準
またはデフォルトチャネルおよびアドレスに設定するためにディスプレイデバイス１１４
ａによって使用されうる。処理システムはその後、モバイルデバイス１１２ａからワイヤ
レス通信アンテナを介してピアツーピア接続を形成することを求める要求を受信しうる。
それ故に、処理システムは、Ｐ２Ｐ接続要求を受け入れるまたは拒否する応答を生成し、
応答をモバイルデバイス１１２ａに送信しうる。いくつかの実施形態では、ディスプレイ
デバイス１１４ａは、要求を受け入れうるが、モバイルデバイス１１２ａから受信された
ものとは代替の接続パラメータ（例えば、Ｐ２Ｐ接続速度、持続時間、等）を提案しうる
。いくつかの実施形態では、処理システムは、処理システムが赤外線信号に基づいてその
ネットワークパラメータを設定するとカウントダウンを始めるタイマを備えうる。タイマ
がそのカウントダウンを完了する前にディスプレイデバイス１１４ａがＰ２Ｐ接続要求を
受信しない場合、ディスプレイデバイス１１４ａは、スタンバイまたは低電力モードに入
りうる。
【００３２】
　[0040]図３を参照すると、図１および２の通信システム内で用いられうるワイヤレスデ
バイス３０２の例証的な機能ブロック図である。ワイヤレスデバイス３０２は、本明細書
に説明される様々な方法をインプリメントするように構成されたデバイスの例である。例
えば、ワイヤレスデバイス３０２は、デバイス１１２ａ－１１２ｃまたは１１４ａ－１１
４ｃのうちの１つを備えうる。当業者は、ワイヤレスデバイスが本明細書に説明される簡
略化されたワイヤレスデバイスより多くのコンポーネントを有することができることを認
識するであろう。本明細書に説明されるワイヤレスデバイスは、特許請求の範囲内のイン
プリメンテーションのいくつかの顕著な特徴を説明するために有用であるそれらのコンポ
ーネントのみを含む。
【００３３】
　[0041]ワイヤレスデバイス３０２は、ワイヤレスデバイス３０２の動作を制御するプロ
セッサ３０４を含みうる。プロセッサ３０４はまた、中央処理ユニット（ＣＰＵ）と呼ば
れうる。読取専用メモリ（ＲＯＭ）およびランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含
みうるメモリ３０６は、プロセッサ３０４に命令およびデータを提供しうる。メモリ３０
６の一部分はまた、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を含みうる。プロセ
ッサ３０４は典型的に、メモリ３０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて論理およ
び算術演算を遂行する。メモリ３０６中の命令は、本明細書に説明される方法をインプリ
メントするように実行可能でありうる。
【００３４】
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　[0042]プロセッサ３０４は、１つまたは複数のプロセッサでインプリメントされる処理
システムのコンポーネントでありうるか、またはそれを備えうる。１つまたは複数のプロ
セッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタルシグナルプロセッ
サ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブルロ
ジックデバイス（ＰＬＤ）、コントローラ、ステートマシン（state machines）、ゲート
ロジック、離散ハードウェアコンポーネント、専用ハードウェア有限ステートマシン、ま
たは算出あるいは情報の他の操作を遂行することができる任意の他の適したエンティティ
の任意の組み合わせでインプリメントされうる。
【００３５】
　[0043]処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含みうる。
ソフトウェアは、ソフトウェアと呼ばれるか、ファームウェアと呼ばれるか、ミドルウェ
アと呼ばれるか、マイクロコードと呼ばれるか、ハードウェア記述言語と呼ばれるか、ま
たはそれ以外で呼ばれるかにかかわらず、任意のタイプの命令を意味するように広く解釈
されるべきである。命令は、（例えば、ソースコードフォーマット、バイナリコードフォ
ーマット、実行可能コードフォーマット、または任意の他の適したコードのフォーマット
で）コードを含みうる。命令は、１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、
処理システムに、本明細書に説明される様々な機能を遂行させる。
【００３６】
　[0044]ワイヤレスデバイス３０２はまた、ワイヤレスデバイス３０２とリモートロケー
ションとの間でのデータの送信および受信を可能にするために、送信機３１０および／ま
たは受信機３１２を含みうるハウジング３０８を含みうる。送信機３１０および受信機３
１２は、トランシーバ３１４へと組み合わされうる。アンテナ３１６は、ハウジング３０
８に取り付けられ、トランシーバ３１４に電気的に結合されうる。ワイヤレスデバイス３
０２はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数の
アンテナを含みうる（図示せず）。
【００３７】
　[0045]ワイヤレスデバイス３０２はまた、トランシーバ３１４によって受信される信号
のレベルを検出および定量化する試みにおいて使用されうる信号検出器３１８を含みうる
。信号検出器３１８は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルあたりのサブキャリ
アあたりのエネルギー、電力スペクトル密度および他の信号として検出しうる。ワイヤレ
スデバイス３０２はまた、赤外線信号を処理する際に使用するための赤外線トランシーバ
３２０を含みうる。いくつかのインプリメンテーションでは、赤外線トランシーバ３２０
は、２つの別個のコンポーネント、赤外線送信機と赤外線受信機とに分けられうる（この
図中には図示せず）。赤外線トランシーバ３２０は、別の赤外線デバイスに／から情報の
パケットを送信および／または受信するように構成されうる。いくつかの態様では、赤外
線トランシーバ３２０は、ハウジング３０８中に視覚的に露出された一部分を有しうる赤
外線エミッタ／受信機３２１に結合されうる。赤外線信号は、光波であることから、赤外
線エミッタ／受信機３２１は、ハウジング３０８の外部にあるデバイスに光学的にアクセ
ス可能であるべきである。エミッタ／受信機３２１は、赤外線トランシーバ３２０への／
からの光学接続を外部赤外線デバイスに提供する。赤外線エミッタ／受信機３２１は、送
信のためにトランシーバ３２０から受信されたデータに対応する赤外線信号を生成しうる
。赤外線エミッタ／受信機３２１は、外部赤外線デバイスから受信された赤外線信号に対
応する、トランシーバ３２０に通信するためのデータを生成しうる。いくつかのインプリ
メンテーションでは、赤外線トランシーバ３２０または赤外線送信機によって送信される
赤外線通信は、見通し線内にある別の赤外線デバイスによってのみ受信されうる。これは
、何も赤外線トランシーバ３２０と赤外線デバイスとの間の視覚的パスをブロックしない
ことがありうることを意味する。加えて、赤外線エミッタ／受信機３２１によって生成さ
れた赤外線信号は、指向性でありうる（例えば、赤外線エミッタ／受信機３２１は、赤外
線エミッタ／受信機３２１によって放出される信号が他の赤外線デバイスによって受信さ
れるように、赤外線デバイスの大体の方向（general direction）に向けられるべきであ
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る）。赤外線デバイスから赤外線信号を受信することは、同様の限定（例えば、見通し線
および指向性）によって制限されうる。
【００３８】
　[0046]ワイヤレスデバイス３０２はさらに、いくつかの態様では、ユーザインターフェ
ース３２２を備えうる。ユーザインターフェース３２２は、キーパッド、マイクロフォン
、スピーカ、および／またはディスプレイを備えうる。ユーザインターフェース３２２は
、ワイヤレスデバイス３０２のユーザに情報を伝達するおよび／またはユーザからの入力
を受信する任意の要素またはコンポーネントを含みうる。
【００３９】
　[0047]ワイヤレスデバイス３０２の様々なコンポーネントは、バスシステム３２６によ
ってともに結合されうる。バスシステム３２６は、データバス、例えば、ならびにデータ
バスに加えて、電力バス、制御信号バス、および状態信号バスを含みうる。当業者は、ワ
イヤレスデバイス３０２のコンポーネントがともに結合されうること、または何らかの他
のメカニズムを使用して互いへの入力を受け入れうるあるいは提供しうることを認識しう
る。
【００４０】
　[0048]いくつか別個のコンポーネントが図３中に例示されているが、当業者は、コンポ
ーネントのうちの１つまたは複数が組み合わされうるか、または共通にインプリメントさ
れうることを認識しうる。例えば、プロセッサ３０４は、プロセッサ３０４に関して上述
された機能をインプリメントするだけでなく、信号検出器３１８に関して上述された機能
をインプリメントするためにも使用されうる。さらに、図３中に例示されているコンポー
ネントの各々は、複数の別個の要素を使用してインプリメントされうる。
【００４１】
　[0049]ワイヤレスデバイス３０２は、デバイス１１０、１１２ａ－１１２ｃおよび１１
４ａ－１１４ｃを備え、通信を送信および／または受信するために使用されうる。すなわ
ち、デバイス１１０、１１２ａ－１１２ｃおよび１１４ａ－１１４ｃは、送信機または受
信機デバイスとしての役割を果たしうる。ある特定の態様は、信号検出器３１８が送信機
または受信機の存在を検出するためにプロセッサ３０４およびメモリ３０６上で実行中の
ソフトウェアによって使用されることを企図する。
【００４２】
　[0050]上述されたように、ワイヤレスデバイス３０２のようなワイヤレスデバイスは、
デバイスメッシュネットワーク１１０ａのようなワイヤレス通信システム内でサービスま
たは通信を提供するように構成されうる。例えば、デバイス１１２ａ－１１２ｃのような
ワイヤレスデバイス３０２は、データ（例えば、センサ測定値、ロケーション座標、等）
をキャプチャまたは算出するために使用されうるハードウェア（例えば、カメラ、ブラウ
ザ、等）を含みうる。デバイス１１２ａ－１１２ｃおよび１１４ａ－１１４ｃ上で実行中
のアプリケーションはその後、動作を遂行するために、キャプチャされたまたは算出され
たデータを使用しうる。デバイス１１２ａ－１１２ｃおよび１１４ａ－１１４ｃは、互い
と通信することが可能であり、デバイス１１２ａ－１１２ｃと１１４ａ－１１４ｃとの間
での制御およびコンテンツの共有を可能にするハードウェアを含みうる。例えば、デバイ
ス１１２ａは、制御およびコンテンツをデバイス１１４ａに通信することができ、それに
より、デバイス１１４ａおよび何のコンテンツがデバイス１１４ａによって表示されうる
かを制御する。
【００４３】
　[0051]図４は、例証的なインプリメンテーションにしたがって、ワイヤレスＰ２Ｐ接続
を確立するときにモバイルデバイス１１２ａとＡＰ１１０とディスプレイデバイス１１４
ａとの間で交換される通信を例示する。その図は、３つのデバイス、図１および２中で参
照されたＡＰ１１０と、図１および２中で参照されたモバイルデバイス１１２ａと、図１
および２中で参照されたディスプレイデバイス１１４ａを図示する。モバイルデバイス１
１２ａ、ＡＰ１１０、およびディスプレイデバイス１１４ａの下には、モバイルデバイス
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１１２ａと、ＡＰ１１０と、ディスプレイデバイス１１４ａとの間で通信される複数のメ
ッセージが示されている。当業者は、本明細書に説明される発明によって、示されていな
い追加のメッセージが利用されうること、または示されているメッセージの全てが利用さ
れうる訳ではないこと、を理解するであろう。
【００４４】
　[0052]図２を参照して論述されたように、２つのタイプの通信が、ＡＰ１１０と、モバ
イルデバイス１１２ａと、ディスプレイデバイス１１４ａとの間に存在しうる。いくつか
のインプリメンテーションでは、図４中に示されているように、通信のそれらの２つのモ
ードは、Ｗｉ－Ｆｉおよび赤外線を備えうる。例えば、図２中で論述された赤外線通信２
２０は、モバイルデバイス１１２ａから直接ディスプレイデバイス１１４ａに通信される
ように示されている。加えて、複数のＷｉ－Ｆｉ通信メッセージが、モバイルデバイス１
１２ａと、アクセスポイント１１０と、ディスプレイデバイス１１４ａとの間に示されて
いる。さらに、図４は、モバイルデバイス１１２ａのユーザから受信されるペアリングコ
マンド４０１を示している。ペアリングコマンド４０１を受信することは、図２中に簡潔
に説明されたＰ２Ｐペアリング処理を開始しうる。上述されたように、赤外線通信のタイ
プに起因して、ユーザは、ディスプレイデバイス１１４ａの大体の方向にモバイルデバイ
ス１１２ａを向け、コマンドをアクティブ化するためにボタン／スイッチを押しうる。「
ペアリング」コマンド４０１がアクティブ化された後で、モバイル電話デバイス１１２は
、ディスプレイデバイス１１４ａへの電源投入コマンド４０２を生成および送信しうる。
電源投入コマンド４０２は、図２によって参照された赤外線通信２２０でありうる。電源
投入コマンド４０２を備える赤外線通信２２０が（図３に関連して上述されたように）指
向性および見通し線であることから、ディスプレイデバイス１１４ａが赤外線通信２２０
内で電源投入コマンド４０２を受信するために、モバイルデバイス１１２ａは、ディスプ
レイデバイス１１４ａの方向に向けられるべきであり、モバイルデバイス１１２ａとディ
スプレイデバイス１１４ａとの間での赤外線通信２２０のパスをブロックするものは何も
存在すべきでない。
【００４５】
　[0053]ディスプレイデバイス１１４ａがモバイルデバイス１１２ａから電源投入コマン
ド４０２を受信すると、ディスプレイデバイス１１４ａは、それが既に電源投入されてい
ない場合に「電源投入」しうる。いくつかのインプリメンテーションでは、電源投入コマ
ンド４０２は、ディスプレイデバイス１１４ａにそのＷｉ－Ｆｉ通信能力をアクティブ化
することを要求していると解釈されうる。加えて、いくつかのインプリメンテーションで
は、上述されたように、電源投入コマンド４０２は、追加のコマンドまたは情報を備えう
る。例えば、電源投入コマンド４０２は、電源投入コマンド４０２のソースとしてのモバ
イルデバイス１１２についての識別情報を備えうる。代替として、または加えて、電源投
入コマンド４０２は、特定のチャネルに切り替わり、モバイルデバイス１１２ａに関して
スキャンするようにディスプレイデバイス１１４ａに命令する追加のコマンドを備えうる
。いくつかのインプリメンテーションでは、それにディスプレイデバイス１１４ａが切り
替わる特定のチャネルは、ディスプレイデバイス１１４ａの製造業者によって確立され、
ディスプレイデバイス１１４ａのメモリ中に記憶されうる。いくつかの他のインプリメン
テーションでは、特定のチャネルは、電源投入コマンド４０２中に示されうる。代替とし
て、特定のチャネルは、産業または標準セットでありうる。いくつかのインプリメンテー
ションでは、電源投入コマンド４０２は、第３のデバイス（この図中では図示せず）に関
してスキャンするようにディスプレイデバイス１１４ａに命令する、および／または識別
情報を第３のデバイスに提供する追加のコマンドを備えうる。
【００４６】
　[0054]電源投入コマンド４０２を受信し、関連するコマンドを遂行し、および／または
関連する情報を受信した後で、ディスプレイデバイス１１４ａは、電源投入コマンド４０
２のソースとしてのモバイルデバイス１１２ａに関してスキャンしうる。スキャンは、デ
ィスプレイデバイス１１４ａがスキャンメッセージ４０４をＡＰ１１０に送ること、およ
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びＡＰ１１０がスキャンメッセージ４０６をモバイルデバイス１１２ａを含め全ての接続
されたデバイスに転送することを備えうる。代替として、電源投入コマンド４０２が特定
のチャネル上での通信に切り替わるようにディスプレイデバイス１１４ａに命令したいく
つかのインプリメンテーションでは、モバイルデバイス１１２ａは、ＡＰ１１０との通信
を介して特定のチャネル上でディスプレイデバイス１１４ａに関してスキャンしうる（こ
の図上では図示せず）。
【００４７】
　[0055]代替として、または加えて、モバイルデバイス１１２ａは、メッセージ１２２ａ
を介したＡＰ１１０へのＷｉ－Ｆｉ ｄｉｒｅｃｔ／Ｐ２Ｐ（Ｐ２Ｐ）要求メッセージ４
０８を生成および送信しうる。Ｐ２Ｐ要求メッセージ４０８は、ディスプレイデバイス１
１４ａとのＰ２Ｐ接続を要求する要求および関連する情報を備えうる。例えば、Ｐ２Ｐ要
求４０８は、他のパラメータおよび情報の中でもとりわけ、Ｐ２Ｐ接続のための示唆され
たチャネル、Ｐ２Ｐ接続のための示唆された速度、Ｐ２Ｐ接続のための示唆された持続時
間のうちの１つまたは複数を含みうる。いくつかのインプリメンテーションでは、モバイ
ルデバイス１１２ａは、ディスプレイデバイス１１４ａの固有のＷｉ－Ｆｉアドレスを未
だに知らないことがありえ、ＡＰ１１０は、Ｐ２Ｐ要求４１０（Ｐ２Ｐ要求４０８と本質
的に全く同じもの）を全ての接続されたネットワークデバイスにブロードキャストするよ
うに指示されえ、それらのうちの１つは、ディスプレイデバイス１１４ａを備えうる。
【００４８】
　[0056]ディスプレイデバイス１１４ａがＡＰ１１０およびモバイルデバイス１１２ａに
よってブロードキャストされたＰ２Ｐ要求４０８／４１０を受信すると、ディスプレイデ
バイス１１４ａは、Ｗｉ－Ｆｉ Ｄｉｒｅｃｔ／Ｐ２Ｐ（Ｐ２Ｐ）応答４１２を生成およ
び送信しうる。ディスプレイデバイス１１４ａは、Ｐ２Ｐ応答４１２をＡＰ１１０を介し
てモバイルデバイス１１２ａに送信しうるか、またはＰ２Ｐ応答４１２をＰ２Ｐ要求４１
０中に示されたチャネルを直接介してモバイルデバイス１１２ａに送信しうる。Ｐ２Ｐ応
答４１２は、ディスプレイデバイス１１４ａがＰ２Ｐ通信に参加することに同意する、ま
たはＰ２Ｐ通信に参加することに同意しないことを示しうる。例えば、いくつかのインプ
リメンテーションでは、ディスプレイデバイス１１４ａは既に、別のモバイルデバイス１
１２とのＰ２Ｐ通信に参加していることがありえ、このことから、要求されたようにディ
スプレイデバイス１１２ａとのＰ２Ｐ通信に参加することに同意しないことがありうる。
代替として、ディスプレイデバイス１１４ａは、モバイルデバイス１１２ａによって要求
された速度または持続時間あるいは他のパラメータもしくは設定要件にそれが同意できな
いことから、Ｐ２Ｐ通信に参加することに同意しないことがありうる。いくつかのインプ
リメンテーションでは、ディスプレイデバイス１１４ａは、通信に同意しない一方で新し
い速度または新しい持続時間あるいは他のパラメータもしくは設定をＰ２Ｐ応答４１２／
４１４中で示唆しえ、このことから、なぜディスプレイデバイス１１４ａが同意しないで
いるのかをモバイルデバイス１１２ａに知らせる。いくつかのインプリメンテーションで
は、ディスプレイデバイス１１４ａは、新しい速度または新しい持続時間あるいは他のパ
ラメータをＰ２Ｐ応答４１２／４１４中で示唆しながらもＰ２Ｐ通信に同意しうる。その
後、モバイルデバイス１１２ａおよびディスプレイデバイス１１４ａがパラメータ（例え
ば、速度、持続時間、複信／半複信、チャネル、メディアタイプ、等）のセットに同意し
た場合、２つのデバイス１１２ａおよび１１４ａは、Ｗｉ－Ｆｉ Ｄｉｒｅｃｔ／Ｐ２Ｐ
（Ｐ２Ｐ）通信４１６に参加し、情報を双方向に通信しうる。Ｐ２Ｐ通信４１６の目的が
モバイルデバイス１１２ａからのコンテンツをディスプレイデバイス１１４ａ上に表示す
ることでありうることから、Ｐ２Ｐ通信４１６は、双方向でないことがありうるが、代わ
りに、モバイルデバイス１１２ａからディスプレイデバイス１１４ａへのデータフローの
みをサポートする。
【００４９】
　[0057]代替として、この図中には示されていないが、モバイルデバイス１１２ａは、デ
ィスプレイデバイス１１４ａへのＰ２Ｐ要求を生成し、直接送信することを試みうる。そ
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のようなインプリメンテーションでは、モバイルデバイス１１２ａは、電源投入コマンド
４０２中で命令された特定のチャネル上、または製造業者の特定のチャネルのリストにし
たがった特定のチャネル上、等で、生成されたＰ２Ｐ要求を送信しうる。モバイルデバイ
ス１１２ａが特定の時間内にＰ２Ｐ要求に同意するまたは同意しないＰ２Ｐ応答メッセー
ジをディスプレイデバイス１１４ａから受信しない場合、モバイルデバイス１１２ａは、
ディスプレイデバイス１１４ａの異なるモデル／製造業者に関連付けられた異なるチャネ
ル上でＰ２Ｐ要求を送信しうる。このプロセスは、モバイルデバイス１１２ａがＰ２Ｐ通
信に参加することに同意するか、または同意しないかのいずれかのＰ２Ｐ応答をディスプ
レイデバイス１１４ａから受信するまで繰り返されうる。いくつかの実施形態では、Ｐ２
Ｐ応答は、Ｐ２Ｐ接続の持続時間のための示唆、Ｐ２Ｐ接続のための異なる示唆された速
度、異なる示唆されたチャネル、および異なる示唆されたメディアタイプのうちの１つま
たは複数を備えうる。
【００５０】
　[0058]図５は、例証的なインプリメンテーションにしたがって、情報を赤外線通信２２
０を介して通信するために使用されうるメッセージフレーム５００を例示する。当業者は
、メッセージフレーム５００が本明細書に説明される簡略化されたメッセージフレーム５
００より多くのまたはより少ないフィールドを有することができることを認識するであろ
う。本明細書に説明されるメッセージフレーム５００は、特許請求の範囲内のインプリメ
ンテーションのいくつかの顕著な特徴を説明するために有用であるそれらのフィールドの
みを含む。いくつかのインプリメンテーションでは、メッセージフレーム５００中のフィ
ールドの順序は異なりうる。
【００５１】
　[0059]メッセージフレーム５００は、モバイルデバイス１１２ａからディスプレイデバ
イス１１４ａに赤外線通信２２０を介して通信されうる。メッセージフレームは、電源投
入信号フィールド５０２を含みうる。電源投入信号フィールド５０２は、図４に関連して
上述された電源投入信号を備えうる。電源投入信号フィールド５０２は、電源投入する、
オンにする、そのワイヤレス通信能力をアクティブ化する、または何らかの他のコマンド
を遂行するようにディスプレイデバイス１１４ａに命令するコマンドを備える。いくつか
のインプリメンテーションでは、電源投入コマンド信号４０２が追加のコマンドまたは情
報を含む場合、これらの追加のコマンドまたは情報は、電源投入信号フィールド５０２内
に包含されうる。電源投入信号フィールド５０２は、１バイトの長さを有しているものと
して示されている。しかしながら、いくつかのインプリメンテーションでは、電源投入信
号フィールド５０２は、より長いまたはより短い長さのものでありうる。電源投入信号フ
ィールド５０２は、通信される情報またはコマンド（１つ以上）を識別する整数値を含み
うる。メッセージフレーム５００はさらに、要素ＩＤフィールド５０４を含みうる。要素
ＩＤフィールド５０４は、長さが１バイトであり、例えば、特定のメッセージフレームま
たはメッセージフレームタイプを識別する整数値を含みうる。例えば、メッセージフレー
ム５００が電源投入信号メッセージフレームを識別するために使用される場合、要素ＩＤ
フィールド５０４は、第１の値でありうる。メッセージフレームが電源投入信号と追加情
報とを識別するために使用される場合、要素ＩＤフィールド５０４は、第２の値でありう
る。メッセージフレーム５００はさらに、長さフィールドを含みえ、それもまた、長さが
１バイトでありうる。長さフィールドは、メッセージフレーム５００中の後続のフィール
ドの長さをオクテットで示す整数値を含みうる。例えば、図示されているメッセージフレ
ーム５００の値は、２バイトでありうる（ソースアドレスフィールド５０８とコマンドの
末尾（end of command）フィールド５１０に対して各々１バイト）。メッセージフレーム
５００のソースアドレスフィールド５０８は、１バイトの長さでありうる。ソースアドレ
スフィールド５０８は、メッセージフレーム５００のソースのＭＡＣアドレスまたは他の
識別アドレスを備えうる。いくつかのインプリメンテーションでは、ソースアドレスフィ
ールド５０８は、整数形式または１６進形式でありうる。メッセージフレームはさらに、
コマンドの末尾フィールド５１０を含みうる。コマンドの末尾フィールド５１０は、メッ
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セージフレーム５００の末尾を示す整数値を含みうる。
【００５２】
　[0060]図６は、例証的なインプリメンテーションにしたがって、ディスプレイデバイス
によってモバイルデバイスとのＰ２Ｐ接続を確立する方法のフローチャートを例示する。
方法６００は、いくつかの態様では、ディスプレイデバイス１１４ａ－１１４ｃのうちの
いずれかによって遂行されうる。いくつかの態様では、方法６００は、ワイヤレスネット
ワークの１つまたは複数のチャネル上でＰ２Ｐ接続に既に参加しているデバイスによって
遂行されうる。
【００５３】
　[0061]ブロック６０２において、方法６００は、赤外線電源投入コマンドを受信するこ
とを備えうる。赤外線電源投入コマンドは、図２によって参照された赤外線通信２２０お
よび図４によって参照された電源投入コマンドメッセージ４０２に対応しうる。ブロック
６０２において受信される赤外線電源投入コマンドは、電源投入するまたはワイヤレス通
信能力をアクティブ化するための、ディスプレイデバイス１１４ａへのコマンドを備えう
る。いくつかのインプリメンテーションでは、赤外線電源投入コマンドは、上述されたよ
うに、追加のコマンドまたは情報を備えうる。いくつかのインプリメンテーションでは、
赤外線電源投入コマンドを受信することは、ディスプレイデバイスの特定のチャネルまた
はＭＣＳに切り替わることを備えうる。ブロック６０２において赤外線電源投入コマンド
を受信し、命令された任意のコマンドを遂行またはその中に包含された任意の情報を復号
した後で、方法６００は、ブロック６０４に進みうる。
【００５４】
　[0062]ブロック６０４において、ディスプレイデバイス１１４ａによって遂行される方
法６００は、赤外線電源投入コマンドのソースに関してネットワークをスキャンすること
を備えうる。例えば、赤外線電源投入コマンドのソースは、上述されたように、モバイル
デバイス１１２ａでありうる。ブロック６０４のスキャニングは、図４に関連して上述さ
れたスキャンメッセージ４０４および４０６の送信を備えうる。代替として、上述された
ように、ディスプレイデバイス１１４ａは、特定のチャネルに切り替わり、Ｐ２Ｐ通信要
求メッセージ４０８／４１０を待ちうる。その後、方法６００は、ブロック６０６に進む
。
【００５５】
　[0063]ブロック６０６において、ディスプレイデバイス１１４ａの方法６００は、ソー
スであるモバイルデバイス１１２ａからＰ２Ｐ接続要求を受信することを備えうる。上述
されたように、ブロック６０６において受信されるＰ２Ｐ要求は、ディスプレイデバイス
１１４ａとモバイルデバイス１１２ａとの間で形成されるように要求されるＰ２Ｐ接続に
関連付けられた１つまたは複数のパラメータを備えうる。いくつかのインプリメンテーシ
ョンでは、ブロック６０６は、図４中で説明されたように、Ｐ２Ｐ要求４０８または４１
０を受信することを備えうる。いくつかのインプリメンテーションでは、上述されたよう
に、ブロック６０６は、特定のチャネル上でＰ２Ｐ要求を受信することを備えうる。ディ
スプレイデバイス１１４ａがＰ２Ｐ接続要求を受信した後で、方法６００は、ブロック６
０８に進む。
【００５６】
　[0064]ブロック６０８において、ディスプレイデバイス１１４ａは、ブロック６０６に
おいてモバイルデバイス１１２ａから受信されたＰ２Ｐ接続要求への応答を生成および送
信する。いくつかのインプリメンテーションでは、ブロック６０８において生成および送
信されるＰ２Ｐ接続要求への応答は、図４中で参照されたＰ２Ｐ応答４１２／４１４に対
応しうる。いくつかのインプリメンテーションでは、ディスプレイデバイス１１４ａは、
ブロック６０６において受信されるＰ２Ｐ接続要求への応答を生成しえ、モバイルデバイ
ス１１２ａと接続することに同意する。応答がＰ２Ｐ接続の受け入れであったとき、ディ
スプレイデバイス１１４ａは、Ｐ２Ｐ接続要求中に示されていることがありうるパラメー
タに同意しうる。どのパラメータもＰ２Ｐ接続要求中に示されていなかった場合、または
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ディスプレイデバイス１１４ａが示されたパラメータのうちの１つまたは複数に同意しな
い場合、ディスプレイデバイス１１４ａは、特定のパラメータ（例えば、接続速度、持続
時間、複信／半複信、等）を示唆しうる。示唆されるパラメータは、製造業者またはユー
ザによって提供されるデフォルト設定に基づきうる。いくつかの他のインプリメンテーシ
ョンでは、パラメータがＰ２Ｐ要求中で示唆された場合、ディスプレイデバイス１１４ａ
は、示唆されたパラメータのその受け入れまたは拒否をその応答中に示しうる。ディスプ
レイデバイス１１４ａが示唆されたパラメータを拒否する場合、ディスプレイデバイス１
１４ａは、代用のパラメータを示唆しうるか、またはディスプレイデバイス１１４ａは、
モバイルデバイス１１２ａからの新しい示唆されたパラメータを要求しうる。
【００５７】
　[0065]代替として、ディスプレイデバイス１１４ａは、Ｐ２Ｐ接続要求を断りうる。い
くつかのインプリメンテーションでは、ディスプレイデバイス１１４ａが要求を断ると、
ディスプレイデバイス１１４ａは、ブロック６０８のＰ２Ｐ接続応答中でＰ２Ｐ接続要求
を断ることについての理由を提供しうる。例えば、ディスプレイデバイス１１４ａは、示
唆されたパラメータに起因して、またはディスプレイデバイス１１４ａが別のモバイルデ
バイス１１２とのＰ２Ｐ接続に既に参加しているという事実に起因して、Ｐ２Ｐ接続を断
りうる。Ｐ２Ｐ接続に参加することに同意するまたは同意しない応答を生成した後で、方
法６００は、ブロック６１０に進みうる。
【００５８】
　[0066]ブロック６１０において、ディスプレイデバイス１１４ａによって遂行される方
法は、Ｐ２Ｐ接続を介して受信されたコンテンツを表示することを備えうる。いくつかの
インプリメンテーションでは、ディスプレイデバイス１１４ａは、情報およびデータのみ
をＰ２Ｐ接続を介して受信するであろう。いくつかの他のインプリメンテーションでは、
ディスプレイデバイス１１４ａおよびモバイルデバイス１１２ａは、Ｐ２Ｐ接続を介した
双方向通信に参加しうる。いくつかの他のインプリメンテーションでは、ディスプレイデ
バイス１１４ａは、Ｐ２Ｐ接続を介して受信されるコンテンツのためのソースとして働く
モバイルデバイス１１２ａによって制御されうる。
【００５９】
　[0067]図７は、方法６００を使用してモバイルデバイス１１２ａとのＰ２Ｐ接続を確立
するために用いられうる例証的なディスプレイデバイス１１２ａの機能ブロック図である
。デバイス７００は、赤外線コマンド受信回路７０５、スキャニング／処理回路７１０、
要求受信回路７１５、応答生成回路７２０、およびディスプレイ回路（display circuit
）７２５を備える。様々な回路は、図６中に例示されている方法６００に関して上述され
た機能のうちの１つまたは複数を遂行するように構成されうる。
【００６０】
　[0068]赤外線コマンド受信回路７０５は、上記の図６中に例示されている方法６００の
ブロック６０２に関連して上述された機能のうちの１つまたは複数を遂行するように構成
されうる。いくつかの点に関して、赤外線コマンド受信回路７０５は、プロセッサ３０４
、トランシーバ３１４、受信機３１２、赤外線トランシーバ３２０、および／または赤外
線エミッタまたは受信機３２１に対応しうる。いくつかの態様では、赤外線コマンドを受
信するための手段が、赤外線コマンド受信回路７０５を含みうる。
【００６１】
　[0069]スキャニング／処理回路７１０は、上記の図６中に例示されている方法６００の
ブロック６０４に関連して上述された機能のうちの１つまたは複数を遂行するように構成
されうる。いくつかの点では、スキャニング／処理回路７１０は、プロセッサ３０４およ
び／またはトランシーバ３１４に対応しうる。いくつかの態様では、スキャニングおよび
／または処理するための手段が、スキャニング／処理回路７１０を含みうる。
【００６２】
　[0070]要求受信回路７１５は、上記の図６中に例示されている方法６００のブロック６
０６に関連して上述された機能のうちの１つまたは複数を遂行するように構成されうる。



(22) JP 2017-538362 A 2017.12.21

10

20

30

40

50

いくつかの点では、要求受信回路７１５は、プロセッサ３０４、トランシーバ３１４、お
よび／または受信機３１２に対応しうる。いくつかの態様では、Ｐ２Ｐ接続要求を受信す
るための手段が、要求受信回路７１５を含みうる。
【００６３】
　[0071]応答生成回路７２０は、上記の図６中に例示されている方法６００のブロック６
０８に関連して上述された機能のうちの１つまたは複数を遂行するように構成されうる。
いくつかの点では、応答生成回路７２０は、プロセッサ３０４、トランシーバ３１４およ
び／または送信機３１４に対応しうる。いくつかの態様では、Ｐ２Ｐ接続応答を生成する
ための手段が、応答生成回路７２０を含みうる。
【００６４】
　[0072]ディスプレイ回路７２５は、上記の図６中に例示されている方法６００のブロッ
ク６１０に関連して上述された機能のうちの１つまたは複数を遂行するように構成されう
る。いくつかの点では、ディスプレイ回路７２５は、プロセッサ３０４、ユーザインター
フェース３２２、トランシーバ３１４、受信機３１２、および／またはメモリ３０６に対
応しうる。いくつかの態様では、Ｐ２Ｐ接続を介して受信されるコンテンツを表示するた
めの手段と、ディスプレイデバイス上で表示されるべきコンテンツをモバイルデバイス１
１２ａと双方向で通信するための手段とが、ディスプレイ回路７２５を含みうる。
【００６５】
　[0073]図８は、モバイルデバイス１１２ａによってインプリメントされる、ディスプレ
イデバイス１１４ａとのワイヤレスＰ２Ｐ接続が作成されうるプロセスのインプリメンテ
ーションのフローチャートを例示する。図８のプロセス８００は、図１－７中で参照され
たモバイルデバイス１１２ａによってインプリメントされうる。プロセス８００は、ブロ
ック８０２において始まりえ、それは、モバイルデバイス１１２ａがユーザからのコマン
ドおよび通信信号、例えば、赤外線通信メッセージまたはプッシュボタンコマンドを生成
および／または受信することが可能であるスタンバイモードにされるか、またはアクティ
ブ化されるように、モバイルデバイス１１２ａに電源投入することを伴いうる。
【００６６】
　[0074]ブロック８０４において、モバイルデバイス１１２ａは、ディスプレイデバイス
１１４とのＰ２Ｐ接続を開始するためのコマンドをユーザから受信する。いくつかのイン
プリメンテーションでは、モバイルデバイス１１２ａは、その上でユーザがモバイルデバ
イス１１２ａからのコンテンツを表示することを望むディスプレイデバイス１１４にモバ
イルデバイス１１２ａが向いているように位置付けられうる。モバイルデバイス１１２ａ
は、電話上の物理的プッシュボタンまたはセレクタを介して、ソフトボタンを介して（例
えば、ソフトウェアベースのタッチスクリーンボタン、または口頭あるいはユーザコマン
ドを受信する任意の他の方法を介して）ディスプレイデバイスに接続するための命令を受
信しうる。接続するための命令を受信した後で、プロセス８００は、ブロック８０６に進
む。
【００６７】
　[0075]ブロック８０６において、ディスプレイデバイス１１４ａに接続するための、ユ
ーザから受信されたコマンドに応答して、モバイルデバイス１１２ａは、それに向かって
モバイルデバイス１１２ａが位置付けられるディスプレイデバイス１１４ａへの（図４に
よって参照された）赤外線電源投入コマンド４０２を生成および送信しうる。赤外線電源
投入コマンドをディスプレイデバイス１１４ａに送信した後で、ブロック８０８において
、モバイルデバイス１１２ａは、赤外線電源投入コマンドがディスプレイデバイス１１４
ａによって受信されたかどうかを決定する。いくつかのインプリメンテーションでは、モ
バイルデバイス１１２ａは、特定のチャネル上でディスプレイデバイス１１４ａからの信
号を検出することによって、赤外線電源投入コマンドが受信されたと決定しうる。いくつ
かの他のインプリメンテーションでは、モバイルデバイス１１２ａは、赤外線応答ビーコ
ンを検出することによって、赤外線電源投入コマンドが受信されたと決定しうる。赤外線
電源投入コマンドがディスプレイデバイスによって受信されたとモバイルデバイス１１２
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ａが決定しない場合、プロセスは、ブロック８１０に進み、そこで、モバイルデバイス１
１２ａは、ディスプレイデバイス１１４ａに送信するための次の赤外線電源投入コマンド
を選択しうる。
【００６８】
　[0076]多くのディスプレイデバイス（例えば、テレビ、プロジェクタ、モニタ、等）は
、製造業者固有の赤外線電源投入コマンドを有しうる。それ故に、モバイルデバイス１１
２ａがディスプレイデバイス１１４ａに送信するための次の赤外線電源投入コマンドを選
択するとき、モバイルデバイス１１２ａは、製造業者供給の赤外線電源投入コマンドのリ
ストから選択しうる。リスト中には何百もの赤外線電源投入コマンドがありうるが、赤外
線電源投入コマンドを選択することと、それをディスプレイデバイス１１４ａに送信する
ことと、赤外線電源投入コマンドが受信され、ディスプレイデバイス１１４に対して適切
に命じたかどうかを確かめるためにチェックすることとを行うためのプロセスは、数ミリ
秒しかかからないことがありうる。それ故に、製造業者のリストからの全ての赤外線電源
投入コマンドコードを試すためにリストを順に自動で繰り返すこと（automated cycling 
through the list）は、数秒または数分しかかからないことがありうる。いくつかの実施
形態では、モバイルデバイス１１２ａのユーザは、ディスプレイデバイス１１４ａに送る
ための特定のモデル／製造業者の赤外線電源投入コマンドを選択するオプションが与えら
れうる。いくつかの実施形態では、製造業者／デバイスリストからの赤外線電源投入コマ
ンドの選択は、ディスプレイデバイスの所与の製造業者またはブランドの人気度に基づき
うる。
【００６９】
　[0077]いくつかの実施形態では、ブロック８０６および８１０中で赤外線電源投入コー
ドを選択することは、赤外線電源投入コードのデータベースにアクセスすることを備えう
る。いくつかの実施形態では、赤外線電源投入コードのデータベースは、モバイルデバイ
ス１１２ａ上に記憶されうる。いくつかの実施形態では、赤外線電源投入コードのデータ
ベースは、モバイルデバイス１１２ａが通信媒体を介してデータベースにアクセスするよ
うに構成されうるように、インターネット上に記憶されうるか、またはインターネット接
続を介してアクセス可能でありうる。いくつかの実施形態では、データベースは、ピアツ
ーピア通信に参加することが可能なディスプレイデバイスの製造業者またはモデルによっ
て編成されうる。それ故に、ブロック８０６において赤外線電源投入コマンドを生成する
とき、モバイルデバイス１１２ａは、ローカルまたはリモートデータベースにアクセスし
、ディスプレイデバイス１１４ａがアクティブ化されるまで赤外線電源投入コードを順に
繰り返しうる。いくつかの実施形態では、モバイルデバイス１１２ａは、モバイルデバイ
ス１１２ａによって要求されたＰ２Ｐ接続に参加することが可能な全ての製造業者および
モデルに適用されうる標準的な赤外線電源投入コードをデフォルトにしうる。いくつかの
実施形態では、モバイルデバイス１１２ａは、電源投入するようにディスプレイデバイス
に命じることを試みるにあたり、データベース中の赤外線コードの全てを順に繰り返しう
る。
【００７０】
　[0078]赤外線電源投入コマンドがディスプレイデバイス１１４ａによって受信されたと
モバイルデバイス１１２ａが決定した場合、プロセス８００は、ブロック８１２に移動し
、そこで、モバイルデバイス１１２ａは、特定のチャネルまたはＭＣＳにおいて、ワイヤ
レスネットワーク上でディスプレイデバイス１１４ａを探索する。モバイルデバイス１１
２ａがワイヤレスネットワーク上でディスプレイデバイス１１４を見出さない場合、プロ
セス８００は、ディスプレイデバイス１１４ａがワイヤレスネットワーク上で発見される
までブロック８０８および８１２を繰り返す。
【００７１】
　[0079]いくつかの実施形態では、１つよりも多くのモバイルデバイス１１２ａが、同時
に１つまたは複数のディスプレイデバイス１１４に接続することを試みうる。例えば、モ
バイルデバイス１１２ａは、ディスプレイデバイス１１４ｃに接続することを試みえ、そ
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の一方でモバイルデバイス１１２ｂは、同時点において（at the same moment in time）
ディスプレイデバイス１１４ｂに接続することを試みうる。２つのディスプレイデバイス
１１４ｂおよび１１４ｃが同時にオンになった場合、ディスプレイデバイス１１４ｂおよ
び１１４ｃの両方は、同時にモバイルデバイス１１２によって「見出される」ようにネッ
トワーク上で待っていることがありうる。しかしながら、２つのモバイルデバイス１１２
ａおよび１１２ｂは、ディスプレイデバイス１１４ｂおよび１１４ｃの識別子を知らない
（unaware of）ことから、モバイルデバイス１１２ａおよび１１２ｂは両方とも、同じデ
ィスプレイデバイス１１４、例えば、ディスプレイデバイス１１４ｂとの通信を確立する
ことを試みうる。２つのモバイルデバイス１１２ａおよび１１２ｂの両方が同時にディス
プレイデバイス１１４ｂとの通信を確立することを試みる場合、２つのモバイルデバイス
１１２ａおよび１１２ｂは、ディスプレイデバイス１１４ｂに達することから互いの通信
をブロックし、方法を改めて始めるためにブロック８０２または８０４に戻りうる。いく
つかの実施形態では、フィードバック（または何らかのタイプの応答）が、ディスプレイ
デバイス１１４からモバイルデバイス１１２によって受信されうる（この図中には図示せ
ず）。受信されたフィードバックは、モバイルデバイス１１２が、どの特定のディスプレ
イデバイス１１４とそれらが接続することを意図するかを決定することを可能にするよう
に、ディスプレイデバイス１１４が通信を確立することを待っているときに識別情報を提
供しうる。
【００７２】
　[0080]ディスプレイデバイス１１４ａがモバイルデバイス１１２ａによって発見される
と、ブロック８１４において、モバイルデバイス１１２ａは、ディスプレイデバイス１１
４ａとのワイヤレスＰ２Ｐ接続のためのパラメータを確立し、ディスプレイデバイス１１
４ａ上で表示するためのコンテンツを通信することを始める。接続が確立され、コンテン
ツが表示されると、プロセス８００は、ブロック８１６において終了する。
【００７３】
　[0081]図９は、ディスプレイによってインプリメントされる、モバイルデバイスとのワ
イヤレスＰ２Ｐ接続を確立するためのプロセスのインプリメンテーションのフローチャー
トを例示する。図９のプロセス９００は、図１－８中で参照されたディスプレイデバイス
１１４ａによってインプリメントされうる。プロセス９００は、ブロック９０２において
始まりえ、それは、ディスプレイデバイス１１４ａがコマンドおよび通信信号、例えば、
赤外線通信メッセージ受信することが可能であるスタンバイモードにされるか、またはア
クティブ化されるように、ディスプレイデバイス１１４ａに電源投入することを伴いうる
。
【００７４】
　[0082]ブロック９０４において、ディスプレイデバイス１１４ａは、図４中で参照され
た電源投入コマンド４０２のような赤外線電源投入コマンドを受信する。電源投入コマン
ドが受信されると、プロセス９００は、ブロック９０６に進み、そこで、赤外線電源投入
コマンドがモバイルデバイス１１２ａのようなモバイルデバイスから来たかどうかが決定
される。いくつかのインプリメンテーションでは、これは、受信された電源投入コマンド
中の情報およびフィールドによって決定されうる。赤外線電源投入コマンドがモバイルデ
バイス１１２ａから来ていなかった場合（例えば、コマンドがリモートから受信された、
等）、プロセスは、別の赤外線電源投入コマンドを待つために、ブロック９０２に戻る。
赤外線電源投入コマンドがモバイルデバイス１１２ａから来た場合、プロセス９００は、
ブロック９０８に進む。ブロック９０８において、ディスプレイデバイス１１４ａは、受
信された赤外線コードに基づいてワイヤレスネットワークパラメータを設定する。例えば
、いくつかのインプリメンテーションでは、特定の赤外線コードの受信は、ディスプレイ
デバイス１１４ａに、特定のワイヤレスネットワークパラメータを使用させうる。いくつ
かのインプリメンテーションでは、ネットワークパラメータは、特定のチャネルおよびＭ
ＣＳを備えうる。赤外線電源投入コマンドに基づいてネットワークパラメータを設定した
後で、プロセス９００は、ブロック９１０に進む。ブロック９１０において、ディスプレ
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イデバイス１１４ａは、ネットワークパラメータに基づいてワイヤレスネットワークをス
キャンする。代替として、ディスプレイデバイス１１４ａは、モバイルデバイス１１２ａ
によって受信または検出されうるＰ２Ｐ信号をワイヤレスネットワークの指定されたチャ
ネル上でブロードキャストしうる。ワイヤレスネットワークをスキャンした後で、プロセ
ス９００は、ブロック９１２に進み、そこで、ディスプレイデバイス１１４ａは、タイム
アウトタイマ（timeout timer）が完了する前に通信要求がネットワーク上で受信された
かどうかを決定する。受信されなかった場合、プロセス９００は、ステップ９０２に戻り
、タイムアウトタイマが完了する前に通信要求がネットワーク上で受信されるまで、残り
のステップを繰り返す。タイムアウトタイマが完了する前に通信要求が受信されると、プ
ロセス９００は、ブロック９１４に進み、そこで、ディスプレイデバイス１１４ａは、モ
バイルデバイス１１２ａから受信されたＰ２Ｐ通信要求を受け入れるまたは拒否すること
を決定する。上述されたように、Ｐ２Ｐ通信要求が受け入れられる場合、ディスプレイデ
バイス１１４ａは、接続のために提案された特定のパラメータを受け入れるまたは拒否す
ることができ、且つそれ自体のパラメータを提案しうる。Ｐ２Ｐ通信要求が受け入れられ
るまたは拒否されると、プロセス９００は、プロセス９１６において終了する。
【００７５】
　[0083]本明細書で使用される場合、「決定すること」という用語は、多種多様なアクシ
ョンを包含する。例えば、「決定すること」は、算出すること、計算すること、処理する
こと、導出すること、調査すること、ルックアップすること（例えば、表、データベース
または別のデータ構造中をルックアップすること）、確定すること、等を含みうる。また
、「決定すること」は、受信すること（例えば、情報を受信すること）、アクセスするこ
と（例えば、メモリ中のデータにアクセスすること）、等を含みうる。また、「決定する
こと」は、解決すること、選択すること、選ぶこと、確立すること、等を含みうる。さら
に、本明細書で使用される「チャネル幅」は、ある特定の態様中で、帯域幅を包含しうる
か、または帯域幅とも呼ばれうる。
【００７６】
　[0084]本明細書で使用される場合、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指すフ
レーズは、単一のメンバを含む、それらの項目の任意の組み合わせを指す。例として、「
ａ、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、
およびａ－ｂ－ｃをカバーするように意図される。
【００７７】
　[0085]上述された方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび／またはソフトウェ
アコンポーネント（１つ以上）、回路、および／またはモジュール（１つ以上）のような
、それら動作を遂行することが可能な任意の適した手段によって遂行されうる。概して、
図面中に例示された任意の動作は、それら動作を遂行することが可能である対応する機能
的な手段によって遂行されうる。
【００７８】
　[0086]本明細書で使用される場合、インターフェースという用語は、２つ以上のデバイ
スをともに接続するように構成されたハードウェアまたはソフトウェアを指しうる。例え
ば、インターフェースは、プロセッサまたはバスの一部であり、デバイス間での情報また
はデータの通信を可能にするように構成されうる。インターフェースは、チップまたは他
のデバイスに統合されうる。例えば、いくつかの実施形態では、インターフェースは、別
のデバイスにおいて、あるデバイスからの情報または通信を受信するように構成された受
信機を備えうる。（例えば、プロセッサまたはバスの）インターフェースは、フロントエ
ンドまたは別のデバイスによって処理された情報またはデータを受信しうるか、または受
信された情報を処理しうる。いくつかの実施形態では、インターフェースは、情報または
データを別のデバイスに送信または通信するように構成された送信機を備えうる。このこ
とから、インターフェースは、情報またはデータを送信しうるか、あるいは（例えば、バ
スを介して）送信用に出力するための情報またはデータを準備しうる。
【００７９】
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　[0087]本開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュールおよび回
路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプロ
グラマブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、離散ゲートまたはトランジスタロジック、離散
ハードウェアコンポーネントあるいは本明細書に説明された機能を遂行するように設計さ
れたそれらの任意の組み合わせを用いてインプリメントまたは遂行されうる。汎用プロセ
ッサは、マイクロプロセッサでありうるが、代替では、プロセッサは、任意の市販のプロ
セッサ、コントローラ、マイクロコントローラまたはステートマシンでありうる。プロセ
ッサはまた、コンピューティングデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロ
セッサとの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つまたは複
数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成としてインプリメントされ
うる。
【００８０】
　[0088]１つまたは複数の態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせ中でインプリメントされうる。ソフト
ウェア中でインプリメントされる場合、機能は、コンピュータ可読媒体上の１つまたは複
数の命令またはコードとして記憶あるいは送信されうる。コンピュータ可読媒体は、ある
場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信
媒体とコンピュータ記憶媒体との両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセ
スされることができる任意の利用可能な媒体でありうる。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯ
Ｍまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、
あるいはデータ構造もしくは命令の形式で所望のプログラムコードを記憶または搬送する
ために使用されることができ、コンピュータによってアクセスされることができる任意の
他の媒体を備えることができる。また、任意の接続は、厳密にはコンピュータ可読媒体と
称される。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア
、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイ
ヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信され
る場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無
線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義中に含まれる。ディスク（
disk）およびディスク（disc）は、本明細書で使用される場合、コンパクトディスク（di
sc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル
多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、および
Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は通常
、磁気的にデータを再生するが、その一方でディスク（disc）は、レーザーを用いて光学
的にデータを再生する。このことから、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、
非一時的コンピュータ可読媒体（例えば、有形媒体）を備えうる。加えて、いくつかの態
様では、コンピュータ可読媒体は、一時的コンピュータ可読媒体（例えば、信号）を備え
うる。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００８１】
　[0089]本明細書で開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複数
のステップまたはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、特
許請求の範囲から逸脱することなしに互いに置き換えられうる。言い換えれば、ステップ
またはアクションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアク
ションの順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなしに修正されう
る。
【００８２】
　[0090]説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれ
らの任意の組み合わせ中でインプリメントされうる。ソフトウェア中でインプリメントさ
れる場合、機能は、コンピュータ可読媒体上の１つまたは複数の命令として記憶されうる
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。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体
でありうる。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置
または他の磁気記憶デバイス、あるいはデータ構造もしくは命令の形式で所望のプログラ
ムコードを記憶または搬送するために使用されることができ、コンピュータによってアク
セスされることができる任意の他の媒体を備えることができる。ディスク（disk）および
ディスク（disc）は、本明細書で使用される場合、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）
、レーザーディスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（
ＤＶＤ）、フロッピーディスク（disk）、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（
disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は通常、磁気的にデータを再生するが、その一
方でディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。
【００８３】
　[0091]このことから、ある特定の態様は、本明細書に提示された動作を遂行するための
コンピュータプログラム製品を備えうる。例えば、そのようなコンピュータプログラム製
品は、命令を記憶（および／または符号化）したコンピュータ可読媒体を備えうるもので
あり、命令は、本明細書に説明された動作を遂行するように１つまたは複数のプロセッサ
によって実行可能である。ある特定の態様の場合、コンピュータプログラム製品は、パッ
ケージ材料を含みうる。
【００８４】
　[0092]ソフトウェアあるいは命令はまた、送信媒体を通して送信されうる。例えば、ソ
フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線
（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、マイクロ波のよう
なワイヤレス技術は、送信媒体の定義中に含まれる。
【００８５】
　[0093]さらに、本明細書に説明された方法および技法を遂行するためのモジュールおよ
び／または他の適切な手段は、適宜、ユーザ端末および／または基地局によってダウンロ
ードされることができる、および／または、そうでない場合は取得されることができるこ
とが認識されるべきである。例えば、そのようなデバイスは、本明細書に説明された方法
を遂行するための手段の転送を容易にするために、サーバに結合されることができる。代
替として、本明細書に説明された様々な方法は、記憶手段をデバイスに結合または提供す
る際にユーザ端末および／または基地局が様々な方法を取得することができるように、記
憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディス
クのような物理的記憶媒体、等）を介して提供されることができる。その上、本明細書に
説明された方法および技法をデバイスに提供するための任意の他の適した技法が利用され
ることができる。
【００８６】
　[0094]特許請求の範囲は、上記に例示されたまさにその構成およびコンポーネントに限
定されないことが理解されるべきである。様々な修正、変更、および変形が、特許請求の
範囲から逸脱することなしに、上述された方法および装置の配置、動作および詳細中でな
されうる。
【００８７】
　[0095]前述の内容が本開示の態様を対象としている一方、本開示の他のおよびさらなる
態様は、その基本的な範囲から逸脱することなしに考案されえ、その範囲は、後続する特
許請求の範囲によって決定される。
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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月22日(2017.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワーク上でピアツーピア通信を確立するための装置であって、
　　ピアツーピア通信を開始するためのコマンドを受信することと、
　　デバイスへの送信のために赤外線信号を生成することと、前記赤外線信号は、前記デ
バイスをアクティブ化し、前記デバイスのデフォルト設定および前記赤外線信号のうちの
１つに基づく第１の好ましいチャネルに前記デバイスのワイヤレスネットワーク接続を設
定するためのコマンドを備える、
　　前記第１の好ましいチャネルを通して前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記デバ
イスを見出すことと
　を行うように構成された処理システムと、
　前記赤外線信号を前記デバイスに送信するように構成された赤外線送信機と、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク上でワイヤレス通信に参加するように構成されたアン
テナと、ここにおいて、前記ワイヤレス通信ネットワーク上での前記デバイスとのピアツ
ーピア接続は、前記赤外線信号中の前記コマンドに基づいて確立される、
　を備える、装置。
【請求項２】
　前記処理システムは、前記デバイスから、前記ピアツーピア接続を形成することを求め
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る要求に対する応答を受信するようにさらに構成され、前記要求に対する前記応答は、前
記デバイスが前記ピアツーピア接続を形成することに同意する、または前記ピアツーピア
接続を形成することに同意しないというインジケーションを備える、請求項１に記載の装
置。
【請求項３】
　前記処理システムは、
　前記第１の好ましいチャネル上で前記デバイスをリッスンすることと、
　前記第１の好ましいチャネル上で前記デバイスを検出することと、
　第１の時間が経過する前に、前記第１の好ましいチャネル上での前記デバイスの検出に
基づいて、前記第１の好ましいチャネルに前記ワイヤレスネットワーク接続を設定および
オンにするための前記コマンドが前記デバイスによって受信されたと決定することと
　を行うようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記処理システムは、
　前記第１の好ましいチャネル上で前記デバイスをリッスンすることと、
　第１の時間が経過する前に、前記第１の好ましいチャネル上で前記デバイスを検出しな
いことに基づいて、前記第１の好ましいチャネルに前記ワイヤレスネットワーク接続を設
定およびオンにするための前記コマンドが前記デバイスによって受信されなかったと決定
することと、
　前記デバイスへの送信のために別の赤外線信号を生成することと、前記別の赤外線信号
は、第２の好ましいチャネルにワイヤレス接続を設定およびオンにするための別のコマン
ドに基づく、
　を行うようにさらに構成され、
　前記赤外線送信機は、前記別の赤外線信号を前記デバイスに送信するようにさらに構成
される、
　請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記処理システムは、前記デバイスとのピアツーピア接続を形成することを求める要求
を生成するようにさらに構成され、前記要求は、前記ピアツーピア接続のための示唆され
た持続時間、前記ピアツーピア接続のための示唆された速度、示唆された複信能力、示唆
されたチャネル、および示唆されたメディアタイプのうちの少なくとも１つを備える、請
求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記処理システムは、前記デバイスから、前記ピアツーピア接続を形成することを求め
る前記要求に対する応答を受信するようにさらに構成され、前記デバイスからの前記応答
は、前記ピアツーピア接続のための異なる示唆された持続時間、前記ピアツーピア接続の
ための異なる示唆された速度、異なる示唆されたチャネル、および異なる示唆されたメデ
ィアタイプのうちの少なくとも１つを備える、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記処理システムは、赤外線電源投入コードのデータベースにアクセスするようにさら
に構成され、赤外線電源投入コードの前記データベースは、赤外線信号を受信し、ワイヤ
レスピアツーピア通信に参加することが可能なディスプレイデバイスの様々な製造業者お
よびモデルからの赤外線電源投入コードを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　赤外線通信を生成するように構成された前記処理システムは、赤外線電源投入コードの
前記データベースからの選択された赤外線電源投入コードに基づいて前記赤外線通信を生
成するように構成される、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　ワイヤレス通信ネットワーク上でピアツーピア通信を確立するための方法であって、
　第１のデバイスが、ピアツーピア通信を開始するためのコマンドを受信することと、
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　第２のデバイスへの送信のために赤外線通信を生成することと、前記赤外線通信は、前
記第２のデバイスをアクティブ化し、前記第２のデバイスのデフォルト設定および前記赤
外線通信のうちの１つに基づく第１の好ましいチャネルに前記第２のデバイスのワイヤレ
スネットワーク接続を設定するためのコマンドを備える、
　前記赤外線通信を前記第２のデバイスに送信することと、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク上でピアツーピア接続を介して前記第２のデバイスに
接続することと、ここにおいて、前記ワイヤレス通信ネットワーク上での前記第２のデバ
イスとの前記ピアツーピア接続は、前記赤外線通信中の前記コマンドに基づいて確立され
る、
　を備える、方法。
【請求項１０】
　前記第２のデバイスから、前記ピアツーピア接続を形成することを求める要求に対する
応答を受信することをさらに備え、前記要求に対する前記応答は、前記第２のデバイスが
前記ピアツーピア接続を形成することに同意する、または前記ピアツーピア接続を形成す
ることに同意しないというインジケーションを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスをリッスンすることと、
　前記好ましいチャネル上で前記第２のデバイスを検出することと、
　第１の時間が経過する前に、前記第１の好ましいチャネル上での前記第２のデバイスの
検出に基づいて、前記第１の好ましいチャネルに前記ワイヤレスネットワーク接続を設定
およびオンにするための前記コマンドが前記第２のデバイスによって受信されたと決定す
ることと
　をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスをリッスンすることと、
　第１の時間が経過する前に、前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスを検
出しないことに基づいて、前記第１の好ましいチャネルに前記ワイヤレスネットワーク接
続を設定およびオンにするための前記コマンドが前記第２のデバイスによって受信されな
かったと決定することと、
　前記第２のデバイスへの送信のために別の赤外線信号を生成することと、前記別の赤外
線信号は、第２の好ましいチャネルにワイヤレス接続を設定およびオンにするための別の
コマンドに基づく、
　前記別の赤外線信号を前記第２のデバイスに送信することと
　をさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のデバイスとのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、前記ピ
アツーピア接続のための示唆された持続時間、前記ピアツーピア接続のための示唆された
速度、示唆された複信能力、示唆されたチャネル、および示唆されたメディアタイプのう
ちの少なくとも１つを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第２のデバイスとの前記ピアツーピア接続を形成することを求める要求を生成する
ことと、
　前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求を前記ワイヤレス通信ネットワ
ークを介して前記第２のデバイスに送信することと、
　前記第２のデバイスから、前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求に対
する応答を受信することと、ここにおいて前記第２のデバイスからの前記応答は、前記第
２のデバイスとの前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求のものとは、異
なる示唆されたメディアタイプ、異なる示唆されたチャネル、前記ピアツーピア接続のた
めの異なる示唆された速度、および前記ピアツーピア接続のための異なる示唆された持続
時間のうちの少なくとも１つを備える、
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　をさらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　赤外線電源投入コードのデータベースにアクセスすることをさらに備え、赤外線電源投
入コードの前記データベースは、赤外線信号を受信し、ワイヤレスピアツーピア通信に参
加することが可能なディスプレイデバイスの様々な製造業者およびモデルからの赤外線電
源投入コードを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　前記赤外線通信を生成することは、赤外線電源投入コードの前記データベースからの選
択された赤外線電源投入コードを含む前記赤外線通信を生成することを備える、請求項１
５に記載の方法。
【請求項１７】
　ワイヤレス通信ネットワーク上でピアツーピア通信を確立するための装置であって、
　第２の装置から赤外線信号を受信するように構成された赤外線受信機と、前記赤外線信
号は、デフォルト設定および前記赤外線信号のうちの１つに基づく第１の好ましいチャネ
ルにワイヤレスネットワーク接続を設定およびアクティブするためのコマンドを備える、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク上で通信するように構成されたアンテナと、
　　前記装置がスタンバイまたは低電力モードである場合に前記装置に電源投入すること
と、
　　前記コマンドに基づいて前記ワイヤレス通信ネットワークのためのネットワークパラ
メータを前記第１の好ましいチャネルに設定することと
　を行うように構成された処理システムと
　を備える、装置。
【請求項１８】
　前記処理システムは、前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記第２の装置とのピアツ
ーピア接続を形成するようにさらに構成される、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記処理システムは、前記ピアツーピア接続を形成する前に、前記第２の装置から識別
情報を受信し、前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記第２の装置を識別するようにさ
らに構成される、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記処理システムは、前記第２の装置から、ピアツーピア接続を形成することを求める
要求を、接続タイムアウトタイマが満了する前に受信するようにさらに構成され、前記接
続タイムアウトタイマは、前記装置が前記赤外線信号を送った前記第２の装置からのピア
ツーピア要求を待つ持続時間を備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　前記処理システムは、前記第２の装置からのピアツーピア接続を形成することを求める
要求を受信するようにさらに構成され、前記要求は、前記ピアツーピア接続のための示唆
された持続時間、前記ピアツーピア接続のための示唆された速度、示唆された複信能力、
示唆されたチャネル、および示唆されたメディアタイプのうちの少なくとも１つを備える
、請求項１７に記載の装置。
【請求項２２】
　前記処理システムは、前記第２のデバイスからの前記ピアツーピア接続を形成すること
を求める前記要求に対する応答を生成するようにさらに構成され、前記応答は、前記ピア
ツーピア接続のための異なる示唆された持続時間、前記ピアツーピア接続のための異なる
示唆された速度、異なる示唆されたチャネル、および異なる示唆されたメディアタイプの
うちの少なくとも１つを備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２３】
　ワイヤレス通信ネットワーク上でピアツーピア通信を確立するための方法であって、
　第２の装置から赤外線信号を受信することと、前記赤外線信号は、電源投入信号および
通信信号を備え、前記赤外線信号は、デフォルト設定および前記赤外線信号のうちの１つ
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に基づく第１の好ましいチャネルにワイヤレスネットワーク接続を設定およびアクティブ
化するためのコマンドを備える、
　アクティブ化するための前記コマンドに基づいて、前記装置がスタンバイまたは低電力
モードである場合に前記装置に電源投入することと、
　前記コマンドに基づいて前記ワイヤレス通信ネットワークのためのネットワークパラメ
ータを前記第１の好ましいチャネルに設定することと
　を備える、方法。
【請求項２４】
　前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記第２の装置とのピアツーピア接続を形成する
ことをさらに備える、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ピアツーピア接続を形成する前に、前記第２の装置から識別情報を受信し、前記ワ
イヤレス通信ネットワーク上で前記第２の装置を識別することをさらに備える、請求項２
４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記第２の装置から、ピアツーピア接続を形成することを求める要求を、接続タイムア
ウトタイマが満了する前に受信することをさらに備え、前記接続タイムアウトタイマは、
前記装置が前記赤外線信号を送る前記第２の装置からのピアツーピア要求を待つ持続時間
を備える、請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　前記第２の装置からのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、前記ピア
ツーピア接続のための示唆された持続時間、前記ピアツーピア接続のための示唆された速
度、示唆された複信能力、示唆されたチャネル、および示唆されたメディアタイプのうち
の少なくとも１つを備える、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記ピアツーピア接続要求を受け入れるまたは拒否する、前記第２の装置への応答を生
成することをさらに備え、前記第２のデバイスからの前記ピアツーピア接続を形成するこ
とを求める前記要求に対する前記応答は、前記ピアツーピア接続のための異なる示唆され
た持続時間、前記ピアツーピア接続のための異なる示唆された速度、異なる示唆されたチ
ャネル、および異なる示唆されたメディアタイプのうちの少なくとも１つを備える、請求
項２７に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　[0095]前述の内容が本開示の態様を対象としている一方、本開示の他のおよびさらなる
態様は、その基本的な範囲から逸脱することなしに考案されえ、その範囲は、後続する特
許請求の範囲によって決定される。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ピアツーピア通信を確立するための装置であって、
　　ピアツーピア通信を開始するためのコマンドを受信することと、
　　第２のデバイスへの送信のために赤外線信号を生成することと、
　　ワイヤレス通信ネットワーク上で前記第２のデバイスを見出すことと、
　　前記ワイヤレス通信ネットワークを介した前記第２のデバイスへの送信のために、前
記第２のデバイスとのピアツーピア接続を形成することを求める要求を生成することと、
　　前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記ピアツーピア接続を介して前記第２のデバ
イスに接続することと
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　を行うように構成された処理システムと、
　前記赤外線信号を前記第２のデバイスに送信するように構成された赤外線送信機と、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク上でワイヤレス通信に参加するように構成されたアン
テナと
　を備える、装置。
［Ｃ２］
　前記処理システムは、前記第２のデバイスから前記ピアツーピア接続を形成することを
求める前記要求に対する応答を受信するようにさらに構成され、前記要求に対する前記応
答は、前記第２のデバイスが前記ピアツーピア接続を形成することに同意する、または前
記ピアツーピア接続を形成することに同意しないというインジケーションを備える、Ｃ１
に記載の装置。
［Ｃ３］
　前記第２のデバイスへの送信のために生成された前記赤外線信号は、第１の好ましいチ
ャネルにワイヤレスネットワーク接続を設定およびオンにするためのコマンドを備え、前
記第１の好ましいチャネルは、前記第２のデバイスのデフォルト設定および前記赤外線通
信のうちの１つに基づく、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ４］
　前記処理システムは、
　前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスをリッスンすることと、
　前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスを検出することと、
　第１の時間が経過する前に、前記第１の好ましいチャネル上での前記第２のデバイスの
検出に基づいて、前記第１の好ましいチャネルに前記ワイヤレスネットワーク接続を設定
およびオンにするための前記コマンドが前記第２のデバイスによって受信されたと決定す
ることと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ３に記載の装置。
［Ｃ５］
　前記処理システムは、
　前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスをリッスンすることと、
　第１の時間が経過する前に、前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスを検
出しないことに基づいて、前記第１の好ましいチャネルに前記ワイヤレスネットワーク接
続を設定およびオンにするための前記コマンドが前記第２のデバイスによって受信されな
かったと決定することと、
　前記第２のデバイスへの送信のために別の赤外線信号を生成することと、前記別の赤外
線信号は、第２の好ましいチャネルにワイヤレス接続を設定およびオンにするための別の
コマンドに基づく、
　を行うようにさらに構成され、
　前記赤外線送信機は、前記別の赤外線信号を前記第２のデバイスに送信するようにさら
に構成される、
　Ｃ３に記載の装置。
［Ｃ６］
　前記第２のデバイスとのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、前記ピ
アツーピア接続のための示唆された持続時間、前記ピアツーピア接続のための示唆された
速度、示唆された複信能力、示唆されたチャネル、および示唆されたメディアタイプのう
ちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ７］
　前記処理システムは、前記第２のデバイスから前記ピアツーピア接続を形成することを
求める前記要求に対する応答を受信するようにさらに構成され、前記第２のデバイスから
の前記応答は、前記ピアツーピア接続のための異なる示唆された持続時間、前記ピアツー
ピア接続のための異なる示唆された速度、異なる示唆されたチャネル、および異なる示唆
されたメディアタイプのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ６に記載の装置。
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［Ｃ８］
　前記処理システムは、赤外線電源投入コードのデータベースにアクセスするようにさら
に構成され、赤外線電源投入コードの前記データベースは、赤外線信号を受信し、ワイヤ
レスピアツーピア通信に参加することが可能なディスプレイデバイスの様々な製造業者お
よびモデルからの赤外線電源投入コードを備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ９］
　赤外線通信を生成するように構成された前記処理システムは、赤外線電源投入コードの
前記データベースからの選択された赤外線電源投入コードに基づいて前記赤外線通信を生
成するように構成される、Ｃ８に記載の装置。
［Ｃ１０］
　ピアツーピア通信を確立するための方法であって、
　第１のデバイスが、ピアツーピア通信を開始するためのコマンドを受信することと、
　第２のデバイスへの送信のために赤外線通信を生成することと、
　前記赤外線通信を前記第２のデバイスに送信することと、
　ワイヤレス通信ネットワーク上で前記第２のデバイスを見出すことと、
　前記第２のデバイスとのピアツーピア接続を形成することを求める要求を生成すること
と、
　前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求を前記ワイヤレス通信ネットワ
ークを介して前記第２のデバイスに送信することと、
　前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記ピアツーピア接続を介して前記第２のデバイ
スに接続することと
　を備える、方法。
［Ｃ１１］
　前記第２のデバイスから前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求に対す
る応答を受信することをさらに備え、前記要求に対する前記応答は、前記第２のデバイス
が前記ピアツーピア接続を形成することに同意する、または前記ピアツーピア接続を形成
することに同意しないというインジケーションを備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第２のデバイスに送信された前記赤外線通信は、第１の好ましいチャネルにワイヤ
レスネットワーク接続を設定およびオンにするためのコマンドを備え、前記第１の好まし
いチャネルは、前記第２のデバイスのデフォルト設定および前記赤外線通信のうちの１つ
に基づく、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスをリッスンすることと、
　前記好ましいチャネル上で前記第２のデバイスを検出することと、
　第１の時間が経過する前に、前記第１の好ましいチャネル上での前記第２のデバイスの
検出に基づいて、前記第１の好ましいチャネルに前記ワイヤレスネットワーク接続を設定
およびオンにするための前記コマンドが前記第２のデバイスによって受信されたと決定す
ることと
　をさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスをリッスンすることと、
　第１の時間が経過する前に、前記第１の好ましいチャネル上で前記第２のデバイスを検
出しないことに基づいて、前記第１の好ましいチャネルに前記ワイヤレスネットワーク接
続を設定およびオンにするための前記コマンドが前記第２のデバイスによって受信されな
かったと決定することと、
　前記第２のデバイスへの送信のために別の赤外線信号を生成することと、前記別の赤外
線信号は、第２の好ましいチャネルにワイヤレス接続を設定およびオンにするための別の
コマンドに基づく、
　前記別の赤外線信号を前記第２のデバイスに送信することと
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　をさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第２のデバイスとのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、前記ピ
アツーピア接続のための示唆された持続時間、前記ピアツーピア接続のための示唆された
速度、示唆された複信能力、示唆されたチャネル、および示唆されたメディアタイプのう
ちの少なくとも１つを備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記第２のデバイスから前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求に対す
る応答を受信することをさらに備え、前記第２のデバイスからの前記応答は、前記第２の
デバイスとの前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求のものとは、異なる
示唆されたメディアタイプ、異なる示唆されたチャネル、前記ピアツーピア接続のための
異なる示唆された速度、および前記ピアツーピア接続のための異なる示唆された持続時間
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　赤外線電源投入コードのデータベースにアクセスすることをさらに備え、赤外線電源投
入コードの前記データベースは、赤外線信号を受信し、ワイヤレスピアツーピア通信に参
加することが可能なディスプレイデバイスの様々な製造業者およびモデルからの赤外線電
源投入コードを備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記赤外線通信を生成することは、赤外線電源投入コードの前記データベースからの選
択された赤外線電源投入コードを含む前記赤外線通信を生成することを備える、Ｃ１７に
記載の方法。
［Ｃ１９］
　ピアツーピア通信を確立するための装置であって、
　第２の装置から赤外線信号を受信するように構成された赤外線受信機と、
　ワイヤレス通信ネットワーク上で通信するように構成されたアンテナと、
　　電源投入信号および通信信号を備える赤外線信号を受信することと、
　　前記装置がスタンバイまたは低電力モードである場合に前記装置に電源投入すること
と、
　　前記通信信号に基づいて前記ワイヤレス通信ネットワークのためのネットワークパラ
メータを設定することと、
　　第２の装置からピアツーピア接続を形成することを求める要求を受信することと、
　　前記ピアツーピア接続要求を受け入れるまたは拒否する、前記第２の装置への応答を
生成することと、
　　前記応答を前記第２の装置に送信することと
　を行うように構成された処理システムと
　を備える、装置。
［Ｃ２０］
　前記処理システムは、前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記第２の装置とのピアツ
ーピア接続を形成するようにさらに構成される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記処理システムは、前記ピアツーピア接続を形成する前に、前記第２の装置から識別
情報を受信し、前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記第２の装置を識別するようにさ
らに構成される、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記第２の装置からのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、接続タイ
ムアウトタイマが満了する前に受信され、前記接続タイムアウトタイマは、前記装置が前
記赤外線信号を送る前記第２の装置からのピアツーピア要求を待つ持続時間を備える、Ｃ
１９に記載の装置。
［Ｃ２３］
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　前記第２の装置からのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、前記ピア
ツーピア接続のための示唆された持続時間、前記ピアツーピア接続のための示唆された速
度、示唆された複信能力、示唆されたチャネル、および示唆されたメディアタイプのうち
の少なくとも１つを備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記第２のデバイスからの前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求に対
する前記応答は、前記ピアツーピア接続のための異なる示唆された持続時間、前記ピアツ
ーピア接続のための異なる示唆された速度、異なる示唆されたチャネル、および異なる示
唆されたメディアタイプのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２５］
　ピアツーピア通信を確立するための方法であって、
　第２の装置から赤外線信号を受信することと、前記赤外線信号は、電源投入信号および
通信信号を備える、
　前記装置がスタンバイまたは低電力モードである場合に前記装置に電源投入することと
、
　前記受信された通信信号に基づいて前記ワイヤレス通信ネットワークのためのネットワ
ークパラメータを設定することと、
　第２の装置からピアツーピア接続を形成することを求める要求を受信することと、
　前記ピアツーピア接続要求を受け入れるまたは拒否する、前記第２の装置への応答を生
成することと、
　前記応答を前記第２の装置に送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２６］
　前記ワイヤレス通信ネットワーク上で前記第２の装置とのピアツーピア接続を形成する
ことをさらに備える、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ２７］
　前記ピアツーピア接続を形成する前に、前記第２の装置から識別情報を受信し、前記ワ
イヤレス通信ネットワーク上で前記第２の装置を識別することをさらに備える、Ｃ２５に
記載の方法。
［Ｃ２８］
　前記第２の装置からのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、接続タイ
ムアウトタイマが満了する前に受信され、前記接続タイムアウトタイマは、前記装置が前
記赤外線信号を送る前記第２の装置からのピアツーピア要求を待つ持続時間を備える、Ｃ
２５に記載の方法。
［Ｃ２９］
　前記第２の装置からのピアツーピア接続を形成することを求める前記要求は、前記ピア
ツーピア接続のための示唆された持続時間、前記ピアツーピア接続のための示唆された速
度、示唆された複信能力、示唆されたチャネル、および示唆されたメディアタイプのうち
の少なくとも１つを備える、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ３０］
　前記第２のデバイスからの前記ピアツーピア接続を形成することを求める前記要求に対
する前記応答は、前記ピアツーピア接続のための異なる示唆された持続時間、前記ピアツ
ーピア接続のための異なる示唆された速度、異なる示唆されたチャネル、および異なる示
唆されたメディアタイプのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ２６に記載の方法。
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